


ゼ 協議会

私 ゼ 協議会 学生 勉強生活 発展

向 主 目的 活動 い 団体 主

活動 行 ま

学内ゼ 大会

講演会 懇親会

経済学部生 興味 あ 分 活動

講師 方 招 実社会 対 知識 教授 い

本学部生 意識向 及び進路選択 参考

目的 いま

就職活動支援行

就職活動 控え 学生 就職へ 意識向 修練

目的 模擬面接や模擬 D 懇親会 行 いま

本学 先生方や四回生内定者 協力 仰 面接官

務 い い いま

イン 大会 インタ 大会 運営

ゼ 協 全国組織 日本学生経済ゼ 開催

学術 ゼン大会 企画 運営 行 いま 毎

年 人 学生 参加 滋賀大生 毎年決勝ま

進出 いま

ゼ 活動援助金 支給等

ゼ 活動 い 発生 費用 ゼ 協 援助

活動

ゼ 協議会 全国 他大学 大規模 学術組

織 日本学生経済ゼ 連携 様々 方面

学生 支援 いま

ゼ 協議会 聞い 堅苦 いイ 持

ませ 個性的 楽 い ン 集ま

いま ゼ 協議会 自分 思い次第 あ ゆ

挑戦 そ 可能性 無限大

何時 連絡 待 ま

: e

学内ゼ 大会
学内ゼ 大会 来年度 専門演習 ゼ 履

修 回生 皆 ゼ うい 紹

ゼ 選定 補助 イ ン 主催 い

私 ゼ 協議会

ゼ 紹 冊子 前 配布

現役 ゼ 生 待機 回 ゼ 対

理解 深 う 考え いま 各ゼ

詳細 い 知 せ ま

確認 い

ゼ 四回生 履修 け い必修

科目 年間同 教員 学ぶ ゼ

過 時間 貴 機会 最大限 活

来 ゼ 生活 充実 役立 頂け 幸い

年度 記 日程 行いま 是非 参加

い 詳 い日程 参加ゼ い 記

載 ま 覧 い

学内ゼ 大会
期間： 和 年 月 8 日 土 時～

形式：対面 滋賀大学

▼ U

: e e e e

ワ ： e

▼ コ

1

https://shigazemikyou.wixsite.com/website-1
https://shigazemikyou.wixsite.com/website-1


【学ゼミ参加アンケート】 

 

・学内ゼミナール大会と本冊子に関する 選択式のアンケート です(一部自由記述)。 

・「学ゼミに参加する予定ですか？」 など 全 6 問 のアンケートです。 

・今後の活動の参考にいたします。 

・大会前までにご回答よろしくお願いします。 

 

→QR コードもしくは下の URL から https://forms.gle/XfbwYzTJ4AkbLZzt7 

 

 

 

【ゼミ紹介冊子の使い方】 

 

 

① ゼミ名・ページ番号をクリックすると、該当ページ 

に遷移します 

 

 

 

② QR コード、URL をクリックすると、リンク先に移動します 

 

 

③ 下部ページ番号をクリックすると「目次」に戻ります 

 

 

 

※一部ご利用いただけない場合がございます 

目次 
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経済学科

石井 利江子 ISHII RIEKO

. 先生 プ
研究 概要
大学院生 貫 公共入 実証
析 い 入 談合 発見 う
良い ？入 環境 違い 対 入 者 う
応 ？手抜 工事 時 発生 ？
い 公共入 や公共工事 わ 研究 い

タ い い 角度 眺 い 見
え 急 見え う 感覚 味わえ 瞬
間 く稀 訪 瞬間 気長 待
毎日 タ い い

先生
石井 社会 出 前 タ 基 い
仮 検証 経験 い いう思い 計 経済学
主 勉強 い
析 基礎理論 考え方や 析中 試行錯誤 経

験 学生 社会 出 後 役 立 思
い 少人数 経験 い い
思 い

連絡先
rie-ishii@biwako.shiga-u.ac.jp

. プ
内容

3年生
3年生 春学期 タ 析 演習 行う予定

R いう 使い
2023年度 計 経済学 西山慶彦 有斐

Introduction to Econometrics with R (Hanck
プン ) いう2冊 教科書 使い 統計 計

経済学 R 使 タ 析
秋学期 発展的 内容 学習 各自
研究プ ェ 立 上 人 興味や
問題意識 沿 決 タ 集 析手
法 選 実際 析 論文 いう 連 作
業 経験

4年生
4年生 春学期 卒論 選 先行研究
論文 タ 探 い 作業 何度

行 来 研究 骨格 作 い
夏休 秋学期 タ 集 析 行い
晩秋 冬 論文 上 いく いう 典型
的 ュ
4年生 3 程度 プ プ

交代 研究指導 受 4年生 毎
あ わ あ

活動時間
金曜日３限 3年生 4限 4年生
3年生 授業 延長 多い 金曜日4限 授
業 入 い く い

課外活動
あ

卒論
企業 研究開発投資 全要素生産性 与え 影響
非認知能力 学力へ 影響
技術 歩 所得格差 与え 影響 析
新幹線 開通 地方経済 与え 影響
東南 経済共同体 ベ ナ 農業発展 与え 影
響
ン ッ 経済効果

中日 来場者数 松坂効果 測定
機械学習 競馬予想

生
石井 R 用い タ 析 行い 授業
各班 教科書 内容 い

PowerPoint 明や R 実際 用い 演習 行
い 事前知識 必要あ 学習 中
わ い や う くい い 出 く 思い

先生 寧 教え く 特 心配 あ
R 興味 あ 方や タ 析 い 学

い いう方 思い
私 石井 計 経済学 R 使 タ
析 学 教科書 沿 基 事項 演習
いく 事前知識 必要あ 授業 担当班

PowerPoint 用い 明 行 R 用い 実
演 行 適度 勉強時間 十 い い
う 内容 い 先生 優
く気 く 教え く 安心 臨
出来 タ 析 手法や考え方 い
大変勉強 有意義 時間 過
思い
3年生 計 経済学 理論 統計 析
R 使 演習 理論 学 上 R
サンプ タ 用い タ 析 い
時間中 担当 キ 範囲 決
範囲 い 生 プ ン ョン形式
明 計 経済学 対 理解 く

プ ン ョン 練習 多く 能力向上
思い タ 析 う 卒業論文
書く際 選択肢 幅や内容 大 く広
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経済学科

石井 利江子 ISHII RIEKO

人数
専門演習 人
専門演習 人

就職 路 状況
各種 金融機 保険会社 公益団体 ITコンサ

ン 公認会計士 地方自治体 国内大学院

入 目安 条件
英語 数学 抵抗 い
統計学A B 履修済 く 履修中 あ 望
い 入 楽 効果的 学習
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経済学

金 秉基 KIM BYOUNGKI

. 先生 プ フ
研究分野 概要
途 国 経済 社会開発 持続可能 開発
国 開発協力 開発援助 ODA等
ン 諸国 貧困削減 農村開発等

東 中国 韓国 北朝鮮 や東南 ン
半島 経済開発政策 国 協力 い 研究 行
い ン 半島 け 農村地域 貧困削
減 研究 一環 し 途 国現地 家計調査や焼 調
査等 行 い

先生
貧困や飢え 苦し 教育や医療 満足 受け い
人々 世界人 8割以 占 い 5人 人 1
日1 以 暮 し い 6人 1人 安全 水 利用
こ 3 1人 子供 命 失わ い

JICA こうし 途 国 経済 社会開発 必要
必要 あ う 開発 可能

い 考え 途 国現地 訪 自分 目
直接見 こ 途 国 貧困状況や日本 び国 機
関 行 い 開発援助 必要性 理解 け
え こ 目標 一 あ 金 生自
身 活動 企画 運営 評価 学生自主 あ

連絡先
b-kim@biwako.shiga-u.ac.jp

. プ フ
内容

地球 貧困 紛争や内戦 環境破壊 感染症
蔓延 汚職 腐敗 人権 男女差別 様々 問題
発生し い こ 途 国 起 い
国 社会 平和 国 地域 相互繁栄

開発援助や国 協力 可欠 あ 途 国 置
い 現状 正確 理解 先 国や国 機
関 行 い 開発援助 理解 必要 あ 金

途 国 抱え い 諸問題や援助政策 開発理
論 平等等 学 うえ そ 実 問題 適
用し 解決策 探 こ 目標 社会 諸問
題 分析 必要 分析 学
機会 提供
(Keywords) 貧困削減 経済 社会開発 人間開発 農
村開発 MDGs/SDGs サ ン

活動時間
学期中 開発経済 関 経済理論 世界経
済 途 国 諸問題 自由 開発 女性 開発 教育 開
発等 し 研究 発表 ベ し 統計
資料や参考文献 収集 夏休 や冬休 海外
ボ ン び海外研修 行う

課外活動
途 国 現状 理解 途 国現地 大学
国 交流や小学校 ボ ン 活動 国立

大学 3回生 夏休 NGOや企業 協力 途
国支援活動や途 国現地 企業訪問 途 国 出し
い JICAやJETRO 訪問
韓国啓明大学 訪問し 現地 大学生 交流 回生
冬休

企業 集積し い コン 米国
フ 州 ベ ョンや ップ 起業
い 間 研修 Google, Apple, Intel, Tesla

企業訪問 サンフ ン コ 楽し

卒論
途 国 経済 社会開発 開発 貧困 平等 自由 女
性 安全保 国 協力 開発援助 持続可能 開発
国 機関 UN, World Bank, OECD, JICA 開発援助
国 経済関連分野

生
金 一番 特徴 学生自主 あ 点 普段

活動方針 プ 運営や学外
論文大会 参加 関 全 生主
体 行い 自由度 高い こそ 楽しさ あ

自主 あ こ 以外 金 し 経験
いこ 沢山あ 興味 持 方 金先生

話し く さい 温厚 親し や い先生

人数
：男10 女10
：男13 女4

就職 路 状況
日本郵船 日本郵便 関西電力 中部電力 伊藤忠丸紅

鈴 商事 堀場製作所 制作所
岡谷鋼機 日本電産 JAL ANA 山善 Global Mobility
Service そ 銀行 そ HD 菱東京UFJ銀行
菱UFJ サ ＆コンサ ン ビ コンサ
ン FG 井住 銀行 SMBC日興証券 京都
銀行 名 屋銀行 滋 銀行 日本生命 住 生命 積
水 富士 易 船井総合研究所 ビッ 情報
通信 地方公務員 滋 県庁 岐阜市役所 野洲市役
所 大学院 学 京大 神大 名 屋大学 滋 大 交
換留学や私費留学 米国 ン コ 豪
州 韓国等 ビ 留学 英国
ン ン
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経済学

金 秉基 KIM BYOUNGKI

入 目安 条件
途 国 国 協力 関心 あ 海外ボ ン 活動
参加 こ
自 国 交流 び海外ボ ン 活動 企画 実施

報告 こ 関心 あ こ
絶対条件 い 経済学 基礎知識 身 付け
い こ 望 しい
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経済学科

洋史ゼ SANO HIROSHI

.ゼ 先生 ロ
研究分 概要
医療 介護 年金 育児 労働 日 社会保障
抱え 問題 原因究明 解決策 出 組
い す 近年 産科 児科医 勤務先 選択要因
い 研究し い す 医師 へ 地勤

務 視す 要因や 医師 医薬品 選択要因 介護
労働者 勤務先 選択要因 検診 診勧奨策

い 研究し し

先生
ゼ 経済学 通し 社会保障問題 原因 解決

策 考え す 3回生 研究 4回生 個人研究
行う 的 ゼ 活動 す 加え 3 4
回生合 ゼ 合宿や 学生 ゼ 行い い 積極
的 入 い い 思い す 学生 相談し
ゼ 活動 内容 充実 せ い い 考え い

す そ 学生 ゼ 積極的 参加し 発言す
意欲 あ 求 す

連絡先
hi-sano@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ ロ
ゼ 内容
3回生 ゼ 研究 多く 時間 使い

す 研究 社会保障 関す テ 扱
い そ 成果 他大学 ゼ 参加す 日 学生経済ゼ
ナ 研究発表大会 例年10月 ～11月 日曜日
開催 発表し い す そ 他 夏休 中
企業 工場見学やゼ 合宿 4回生 合 行う予定
す
4回生 ゼ 研究 ウ ウ 活
し 個人研究 行い 卒業論文 作成し い す
そ 他 学生 意見 踏 え ゼ 活動 内容 決
い 思い す

活動時間
3回生 ゼ 専門演習 水曜日3限 4回生 ゼ
専門演習 水曜日4限 行い す
サ ゼ 時間 特 設け せ し 例年
研究 遂行 ゼ 以外 時間 学生 自発
的 集 議論 作業し い す

課外活動
企業 工場見学やゼ 合宿 行い す 行 先
学生 希望 踏 え 決 す 新型コロナウ ス 影
響 中止し 2020 21年 除い 兵庫
県や愛知県 明 子工場 愛知県 コカ コ 工場
山梨県 ス 工場 福井 酒造 見学し
ゼ 合宿 行い し
そ 他 歓迎会や新年会 送別会 行い す

卒論テ
過去 ゼ 生 卒論 医療 介護 年金 育児 労
働 生活保護 い 社会問題 対す 解決策 研究し

多い す
し 卒論 テ 社会保障 限定し い せ

就職先 企業 業界 関す 卒論 構い せ

ゼ 生
ゼ 滋賀大学 唯一 社会保障系 ゼ 4

回生 個人研究 3回生 研究 行い
学外 発表大会 出場 研究発表す ン 活
動し い す ゼ 関し 不安や緊張 あ

活動す 大丈 助け合う
充実し 研究 す ゼ 生 中

部活やサ 幹部 し ゼ 頑張 い
人 い ゼ 両立 す 勉強以
外 ゼ 飲 会やゼ 合宿 BBQ 行 い
う ベント 通し ゼ 生や先生 距離 縮 ゼ
時間 楽しい す す
ットホ 過 しやすい 魅力い ぱい ゼ
是非一緒 学び し う

人数
専門演習 ：18人
専門演習 ：18人

就職 進路 状況
生命保険会社 医療機器 カ 専門商社 都市銀
行 地方銀行 ITサ ビス会社 システ 開発会社 化学
カ 工業 カ 電機 カ 宅

カ ン 企業 人材紹介企業 情報通信企業 製薬
企業 不動産会社 物流企業 自動車販売金融企業 航
空会社 国家公務員 検察庁 労働局 国税 税関 地
方公務員 府 県庁 市役所

入 目安 条件
医療 介護 年金 育児 労働 い 社会保障 問

題 関心 持 ゼ 合宿 ゼ 活動 積極的 参
加す 意欲 あ
ゼ 人数 目安 15 程度 し 希望者多数 場合
選抜し す
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経済学科

田中 勝也ゼミ KATSUYA TANAKA

注意：本ゼ 経済 DS両学部 合 型式 す 各
学年 合計4-5 程度 小規模ゼ す

.ゼ 先生 プ フ
研究分 概要
都市 持続可能性 特 環境 防災 経済 ン し
都市 実現 タ分析 政策提言 推進し
い す
点 ン ンフ 自然や植物 有す

雨水 貯留 透 都市 洪水 軽減 生態系保
全 地域 魅力向 実現す 組 び防災
す
ビ ッ 特 公共交通 自転車 活用し 持

続可能 交通 や 災害避難行動 災害 ュニ ョ
ン 点 す
主 対象地域 国内主要都市 びオ ン州
ン す
担当教員 ゼ 生 研究成果 研
究室HP 覧く い ⇒

先生
卒論研究 査読付 学術論文 し 社
会 発信す ゼ す 内容 ゼ
生 相当 努力 求 す 注意し く
い
ゼ 雰囲気 企業HP 掲載 紹介記事 参考
し く い ⇒

連絡先
tanakak@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プ フ
ゼ 内容
以 ュ 査読付 学術雑誌へ 論文投
稿 掲載 目指し す

3年春学期：共通基礎 学習 研究 何 論文 読
方 先行研究 ビュ 文章執筆方法 環
境 経済 タ分析等

3年秋学期：研究 決定 必要 キ 学習
QGIS, Qualtrics, R, Stata等 選択し

異
4年春学期： タ 収集 分析
4年秋学期：論文執筆 投稿 学会報告

活動時間
3回生：金曜3限 4回生：金曜4限

卒論
以 過去ゼ 生 研究 例 す
携帯位置情報 災害時避難行動 化

ン ンフ 対す 支払意思額 推定
企業 ン ンフ 容性分析
交通静穏化 対す ン 市民 選好

ビ 社会的影響

ゼ 生
ゼ 経済学部 タ エン 学部 合 ゼ
す 経済学的 視点 タ エン 的 視点
議論 行え す 少人数 1人1人し 組

ほ 自分 前 書 論文 学会発表
研究 や 気 あ 人 すす す

人数
専門演習 ：男3人 女2人
⇒ DS学部1人 経済学部4人
専門演習 ：男3人 女1人
⇒ DS学部1人 経済学部3人

就職 進路 状況
公務員
タ エン

ン ン 企業
進学 国内 外大学院

入 目安 条件
ゼ 条件 チベ ョン あ 自 学ぶ姿勢 あ
け身 い 記研究 関心 あ

2点 す
ゼ 学生 ッチ い う 事前面談 必須

し い す 関心 あ 学生 ン 連
絡 願いし す 面談 し い い学生 け入
せ 注意し く い 何事 前向 高

い チベ ョン 持 学生 歓迎し す
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経済学科

田中英明ゼ TANAKA HIDEAKI

.ゼ 先生 ィ
研究分野 概要
貨幣 信用機構 中心 資本主義経済シス 歴

史的進化 読 解く 基礎理論
主著 信用機構 政治経済学 商人的機構 歴史
論理 日本経済評論社 2017年

先生
自分 学生時代 思い返 や ゼ 発

表 時 緊張感や 背伸び 議論 ゼ
仲間 あ こ 真 先 思い出さ こ ゼ
単 知識 いう 考え方や課題 見 け

方 報告や議論 仕方こ 心置 く あえ
仲間 一生 財産 ほ い 願 い

連絡先
tanaka@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ ィ
ゼ 内容
ゼ 内 3 4名程度 グ 分け 特定
い 輪読 意見交換 こ 出 意見 グ

発表 グ 対抗 ィベ 戦 中心 活動
い

活動時間
グ 発表や ィベ 準備 必要 応
グ 内 相談 昼休 や空 時間 利用

TeamsやLINE 活用 サ ゼ や進歩状況 確認
行 い

課外活動
コンパ 活動 ゼ 生 企画次第 過去
ゼ 生 主導 ゼ 協主催 学内発表へ 参加や ゼ
合宿 行 年 あ

卒論
グ 研究 発展させ 地域社会 活性化 検
討 多い 研究 い あ
限定 い せ 各自 進路 踏 え 選択
結果 毎年多様 卒論

ゼ 生
地方創生 い 考え 機会 様々 講義 あ

思い う 講義 扱わ い う 視点
主体的 研究 グ 内 さ 意見 交換
ゼン ィベ う 機会 少 い 思い

こ う 地方創生 強く関心 持
い 方 男女 仲良く ゼ
自体 く く い いう雰囲気 あ 楽 く
活動 参加

人数
専門演習 ：男13人 女3人
専門演習 ：男12人 女4人

就職 進路 状況
ゼ 卒業生 就職先 製造業や金融 やや多い
多様 業界や公務員 財務省 県庁 市役所 税

関 進 い 大学院へ 進学者 い

入 目安 条件
所属学科や学習類型 問い せ 地域社会 危機
再生 いう グ 発表やゼ 内 ィベ
中心 知識 習得 ツ 活用
挑

コ ュニ ィ 再構築 格差 福祉 環境 諸問題
興味や関心 有 学生 歓迎
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経済学科

中野 桂 Katsura Nakano

. 先生 プ フ
研究 野 概要
統計学入門 上級 ベ ま 習得 目指します
また公共経済や地域経済 中心 学習 各自 研究
調査 し ―プワ 終的 発表 す いう

ます SDGS 多様性 学ぶ機会 広
ます

プラ フ 教授 統計検定 勉強 補助 願
いす ます

先生
多様性 大事 したい 思っ います
や たい 明確 決まっ い 人 う い人 歓
迎します 互い 刺激しあい 長 環境 く
し い たい 考え います

連絡先
knakano@biwako.shiga-u.ac.jp

. プ フ
内容

3回生 TableauやJMP いった統計 析 使
用し 統計学 勉強します 時 3～4 程度

プ研究あ い ププ 取 組
います 自由 す

4回生 プ研究 経験 活 し 卒論研究
取 組 い ます

活動時間
毎 月曜日 ３限目

課外活動
授業外 懇談会 あ ます

卒論

生
々中野 楽しく和気あいあい 各々 研究 教授
指導 頑張っ います 就職先 幅広く 世界銀

行 勤 方や 様々 業界 活躍 います
全体 し 仲 良く ホ 環境 す
検討 願いします

懇談会 先輩 後輩 境界 く 就活 相談や将来
相談 たく 学 得
勧 す

人数
専門演習 ：16人
専門演習 ：19人

就職 路 状況
金融 カ 公務員 路 様々 す
変わった いう ンサ や タサ ン

フ カ 国際公務員 起業家 っ
た人 います

入 た 目安 条件
多様性 大 したい 思います 特 条件 設け
いま
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経済学科

松田有加 MATSUDA YUKA

.ゼ 先生 プ
現在 研究課題

バ 経済 け 租税 い 主 研究
し い す

研究活動
OECDやEU け 税制 関す 経済 バ 化
へ 対応 バ 化 日本 税制 う 影響
及ぼし い 取 組 い す

教育方針
自主的 取 組 個々人 多様性 尊 し す

先生
本ゼ 基本的 財政学 ゼ す そし 成25
度 ゼ 生 1期生 始 す 今
後ゼ 生 相談し いこう 思い す

.ゼ プ
ゼ 内容
春学期 財政学 基礎 い 学び す キ 内
容 各章分担し 簡易的 ュ 作成 プ ゼン
カッ ョン 行い す そ 後自分 興味 あ 分 見
け 卒論 し 研究 各自報告し いく
いう流 す そ 他 四回生 卒論発表や
ワ 前後 調査報告 あ す

課外活動
特定 場所 あ せ 基本的 ゼ 生 希望 行
い す

ゼ 生
財政学 地域経済 税制 社会保障制度 い 様々
分 関連し い す 毎 担当者プ ゼン
カッ ョン 財政学 基礎 一緒 ュ
良い作成方法や現在 制度 関連し 知識 深 こ

す

人数
ゼ ：男9人
ゼ ：男４人

就職 路 状況
村田機械 中日新聞社 税理士法人TACT高井法博会計
事務所 製薬会社

入 目安 条件

ン
研究 幅 広く 自分 興味 あ 分 取 組
早い時期 卒論 取 組 参考 上回生 卒
論発表 聞け
積極的 質疑応答 場 あ 互い 内容
理解 深
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経済学科

御崎 加代子 MISAKI KAYOKO

. 先生
研究 概要
現代経済学 礎 築い ン ワ 1834-1910
経済思想 中心 研究し い す 主 や
ン 中心 国際的 研究活動 行 い す 研究活
動 詳細 い ウエッ サ
https://kayokomisaki.com/ 知 せし い
覧く い

先生
御崎 経済学史 授業 す 経済学 歴史や思

想的 側面 興味 あ 人 歓迎し す
個人 研究報告 中心 す 共

一 研究す いう 自 好
ペ 組 得意 人 向い

い す コ ュニ ョン能力 磨く
ッ ョン 力 入 い す

皆 自 頭 考え決断す 真 ビ
ダ ほしい 考え い す

皆 自主性 最大限尊 し す 自 自身 研究
見 ほ 生 磋琢磨し 質

高い卒論 書 優 卒業論文 賞 目指し
く い

連絡先
kayoko@biwako.shiga-u.ac.jp

.
内容

回生 春学期 ダ 国富論 輪読し
す 生各自 担当す 箇所 読 ン
準備 し 報告し す 夏休 前 各自 研究
決定し そ 合 本 夏休 中 一冊読
す そ 後 各自 研究 い 秋学期 そ
研究 い 個人報告 行い す

様子 時々 Twitter ＃御崎 知 せし
い 覧く い

活動時間
出席 義務 あ 月曜日3限 時間
す 自 担当す 輪読 準備や研究 各自 行い
す サ あ せ

課外活動
2019年度以前 夏休 3回生 企画す 日帰 旅
行 出 い し 日本銀行大阪支店見学 現
在 中断し い す

卒論
本的 自由 す 経済学 歴史や思想

絡 論文 作成す 条件 す 御崎 毎年
優 卒業論文 賞し い す SULMS 過去
優 卒業論文 参照し く い

生
御崎 春学期 国富論 輪読 秋学期 個人
研究 報告 行い す 輪読 各担当箇所 読 内容
い ン 行い す 先生 バッ

あ ン 慣 い く 大 夫 す 最
後 問題提起 行い全員 意見 出し合い す 毎
様々 観点 意見 飛び交う良い空間 い
す

全体 質 高い卒業論文 作成す 目標
し い す 3回 春学期 う 卒業論文 方向性
考え始 時間 研究 行う
す
自 や い う 作業 一人 物

事 組 好 人 向い い 思い す
先 役立 う キ え あ 興味
あ 応募し く い

人数
専門演習 ：8人
専門演習 ：7人

就職 路 状況
2021年 2022年 2023年卒業生 ペン 大塚商会
ビッ 岐阜市役所 山九 滋賀労働局 第一生命

保険 古屋高 道路公社 キャ ンＩＴ ュ ョン
コン ッ ビ ッ

入 目安 条件
経済学史 経済学 歴史や思想 興味
あ 人 向い い す 生 選抜 志望動機
良く書 い 人 優先的 入 い す 成
績 あ 関係あ せ 皆 応募 待 し い
す
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経済学科

森宏一郎ゼ MORI Koichiro

.ゼ 先生 プ フ
研究分
● サ テ ビ テ 学

● 都市 サ テ ビ テ

● 環境経済学

● 環境 ネ メン

● 医療政策

先生
■ 学生 知的 面白いこ や い 思 い
学問 楽し い学生 来 く い 思 い

■ 企業コンサ テ ン や ン タン 実務 し
い 学問 実践 境界領域 相互作用 関
心 持 い

■ ゼ 生 想定外 素晴 しい可能性や未来 見 け
ゼ し い 考え い

連絡先
Email: ko-mori@biwako.shiga-u.ac.jp
電子メ 連絡し く さい 対面 オン ン
話 こ 可能

.ゼ プ フ
ゼ 内容

3年生
◆ 多様 日本語文献 プ ゼン 議論 積

ハ ツ 本や小 軽い本 学術書
多彩 本

◆ 英語文献 可能性 あ
◆ 統計学 計 経済学 フ ワ 法 ンタ
ビュ 法 ン 調査法 基礎 学び

4年生
◆ 卒論プ 実施し
◆ 卒論 完成さ 報告会 発表し い

ゼ 時間
金曜日3 4限 予定し い 実際 金曜日 午
後 全 使い こ 点 予 了解 うえ 希望し く
さい

課外活動
● 過去 ゼ 遠足 フ ワ 自炊塾 チ

ン 実施し し そ 学生 相
談 上 金曜日 空け し い

● 過去 ゼ 合宿 実施し し

卒論テ
経済学 経営学 社会学 サ テ ビ テ 学 環境経
済学 多様

ゼ 生
● 学問 議論 実践 楽しくや い人 向い い

け身一辺倒 人 向い い い し う

● 卒業生 い 多面的 自由 交
流 コ ュ ョン

人数
専門演習 ： 2人
専門演習 ： 5人

就職 進路 状況
色々 こ へ就職 転職 進学し い

入 目安 条件
□ 教員や他 学生 コ ュ ョン

こ
□ 課題 文献 く こ
□ 手 け い 課題 対し 労 惜し 組

こ
□ 知的 面白いこ や い 思 い こ

屋外チ ン ゼ 風景
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経済学科

山田和代ゼ YAMADA KAZUYO

.ゼ 先生
研究分 概要
学部 大学院 時 労働問題 大変興味 歴史
的背景や労働運動 雇用制度 研究
最近 労働市場 特 ベ 関心 広
現地調査 い コ 禍中 調査待

日本 労働 関 ン 研究
若年女性 生活 質研究 生活実態や主観的幸福度
い 分析

ベ 労働市場 雇用制度 研究

先生
多く 文献 読 幅広い知識 修得 労働
問題や社会問題 い 理解 深 ゼ
あ い ゼ 生 研究発表 ベ
自分 問題関心 明確 卒論 完成 い

勉強 励 う

連絡先
ワ 希望 金曜日 昼休

.ゼ
ゼ 内容
年間 通 文献テ い 議論 ゼ 生
問題関心 個人報告 い 日頃
勉強 い あ い 勉強 知識 応用
各自 研究課題 設定 卒論作業 取 組
い ゼ 学習 基本 多読 ゼン 構成さ
い

2023年春学期 3回生ゼ ュ サ 多様
性 科学 読 い 秋学期 個人研究 発表
増や ゼ 生間 知識 共有 議論 積
卒論完成 目指

活動時間
時間割上 専門演習

課外活動
特 設定 い せ ゼ 生 希望 あ 工

場や事業所へ 見学 皆 計画 い
様々 工場へ見学 行

卒論テ
労働問題 取 上 学生 多い 例え 次
内容
正規 非正規 格差問題
ラッ 企業
有給休暇取得率 向上
女性政策
外国人労働問題
働 方改革
ベ ッ ン

AI 雇用
長時間労働

ラ ン
教員 過 労働問題
ワ ラ ラン 実現策
サ ャ ッ 現状 支援状況
高齢者雇用

ワ

ゼ 生
2023年度 専門演習I II 男4人 女5人 所属
い 春学期 文献 読 内容 い 発表
議論 卒業論文 向 個人研究テ 模索
い ゼ 時間 各個人 興味 持 い
テ い 先生 他 ゼ 生 意
見交換 機会 多い 違う個人
研究テ 検討 い あ 視点 議
論 さ 過程 自分 知識や興味関心 多
種多様 分 広 文献 内
容や自分 考え ゼンテ ョン形式 発表
機会 多い ゼ 主体的 学び 得
他者 発表 いい場 思い

人数
専門演習 ：9人
専門演習 ：8人

就職 進路 状況
公務員 製造業 金融業 総合商社 情報通信 海外
大学院進学

入 目安 条件
労働関係 講義 履修済 方 望 い 労
働問題 関心 あ 人や 文献 多読 ゼン
いく ン ッ ／ ッ 作業 好 人
う 参加 く さい
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経済学科

和田佳之ゼ WADA YOSHIYUKI

.ゼ 先生 プロフィ
研究 概要
環境や法 政治問題 更 ス ツ活動等 一般
市場 引 馴染 い 考え い う 人間活

動 広義 経済活動 社会的 見 望 い状態 誘
導 う 制度 政策 必要 主
クロ経済学 視点 析 解明 い 考え い
基盤 あ ゆ 人間活動 多 少

経済的価値観 支配 い いう信念 あ

先生
何 向 意欲 持 努力 厭わ い
人 ゼ 生 歓迎 そ 際 学問 要性 有
用性 理解 い 理想 ゼ 具体的
目標や統一的 研究テ 特 設 い せ ゼ
構 員各自 そ 個性 大限発揮 環境作

い 思い う 観点 課外活動
部活動他 い 人 歓迎

教員 相応 い考え方 せ 専
門演習 所詮 カ キュ 中 一科目 せ 講
義中 活動 ＋そ 準備 振 返 え
や え そ 他 時間 各自 自 判断
有意義 過 い い 思い

連絡先
wada@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プロフィ
ゼ 容
例年 実績 紹介 共通 文献 選定
輪読 通例 文献 読 方や発表時 注意
事項 確認 各自 研究テ 関 基
本事項 先行研究 報告 合い テ 具体化 先鋭
化 せ い 以降 各自 研究活動 本格的
推 終的 中間発表 通 卒論 完
せ 講生 発言 や い形態 変更
場合 あ

活動時間
上 述べ う 必要 低限 拘束 ＝授業時間
以外 使い方 基本的 各自 判断 任せ

課外活動
恒例行事 う 特 あ せ 講生
要望 あ 出来 実現 う 協力 い
思い 繰 返 ON OFF
え え意識 え 講義外 諸活動 奨
励

卒論テ
卒論 専門演習 大 果 信 い
過去 ゼ 生 選択 テ い 実 幅広

い 跨 い 指導教員 特 制限
あ せ 比較的ス ツ 関 多い

いう印象 あ

ゼ 生
本ゼ ゼ 外 時間 少 い 自

組 い勉強 集中
ゼ 興味 あ テ い 発表
充実 時間 過 せ 思い

人数
専門演習 ：男性…13 女性…1
専門演習 ：男性…7 女性…0

就職 路 状況
残念 意 反 戦略的 留年 人

い 過去 実績 公務員 国税局や市役所
各種団体 私立大学やJA 職員 民間企業 金融機関
カ IT企業他 等 路 い 様々 業

種 活躍 い

入 目安 条件
学力面 特 要求 せ 教員 私 喫煙
せ 教員 席 際 タバコ 慢 挙

大学構 全面禁煙 学外 含
いう意味 席 喫煙 い 構

い せ 輪読用 書籍購入費 1,000 程度
負担 求 予定 留意願い

言う い あ 毎回 授業
自 報告者 以外 あ 出席 挙

う 欠席せ 得 い場
合 そ 旨 連絡 え 考慮
関連 や 気 勉学意欲 い／わ い人
対処 困
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ファ ナンス学科

楠田浩二ゼ KUSUDA KOJI

.ゼ 先生 プロフ ル
研究分野 概要
金融経済学 経済 タ分析 特 資産運用 資産評
価 理論 実証研究 行 います 最近 最適
資産配分 関す 菊池先生 共著論文 国際誌 投
稿し います

先生
タサ エン ス 必要 さ い 時代 あ こ

踏まえ 専門演習 機械学習 深 学習
基礎理論 数学含 演習 Python 行 います 専
門演習 以降 出来 けゼ 生 意向 踏まえ DS
行います 関心 あ 学生 ゼ 選択 際 相談
越し下さい

連絡先
kusuda@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プロフ ル
ゼ 内容
ゼ 代 勉強す 内容 少々変わ ます 基
本的 機械学習 深 学習 基礎 学 後 ゼ
生 学び いDS 中心 勉強 い ます
個人 や いこ 柔軟 対応し く さ 質問
答え く さ します 私 線形代数 同時並行
教え います

活動時間
基本 1コ 3回生 間 金曜3限 4回生 間 金

曜４限 活動し います

課外活動
特 あ ませ 何 興味 あ こ や参加し いこ
あ 柔軟 対応 環境 あ 思います

卒論
DS関連 あ 基本的 ゼ 生 自分 関心
あ 選べます

ゼ 生
楠田ゼ 人数 少 い こそ 自分 や いこ

環境 あ 思います 最近 ChatGPT 深
学習 歩 世間 騒 います こ 時代
い タ 扱え 人材 い人や タサ

エンス 知識 付け い いう人 持 こい ゼ
思います
基本的 予習し こ 質問す い 形式
ゼ 行 わ 主体的 勉強 し い いう人
オススメ ゼ す

人数
専門演習 ：1人
専門演習 ：2人

就職 路 状況
金融機関 DS関連企業 院 学等

入 目安 条件
特 あ ませ 統計学や タサ エンス系 科
目(線形代数や解析学 そ 他DS学部科目) いく
修し い い し ませ 不安 方 一度先生
面談す こ オススメします
現3回生 4回生 両方 タサ エンス副専攻
取 い 人 い そ う 学生 大歓迎 す
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ファ ナンス学科

村松 郁夫 MURAMATSU IKUO

.ゼミ 先生 プロフ ール
研究 野
企業 務論

.ゼミ プロフ ール
ゼミ 内容
専門演習 ファ ナンス い 簡単 本 一
区 け 読 そ 内容 い 学 い

活動時間
金曜 限
金曜 限

ゼミ生
最初 人数 少 驚 し 大学 自由 合わ
勉強 身 入 い 私 基礎的 ファ

ナンス 知識 個別指導 近い形 学び
ゼミ く合 い し 担 少 い 気

楽 ゆ く 学び し い いう人 非常 勧
ゼミ 思い

人数
現三回生 名
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ァ ナン 学科

室徳圭ゼ MURO NORIYOSHI

.ゼ 先生
研究分野 概要
私 金融又 財政分野 関 調査研究 実証分析
等 関心 持 ま こ ま 行政職員
地域金融機関 監督業務 金融機関 破綻処理等 関
金融業務 様々 政策分野 携わ

ま 当 経験 活 地域金融 関連
制度等 関 研究 行 いま

先生
私 こ ま 財務省 金融庁 行革 務局 預金保険
機構 様々 行政分野 携わ ま こう
実務経験 通 得 知見 活用 理論 実際
乖 行政 直面 い 課題 解決策 あ 姿

い 最新 状況 踏まえ 皆さ 緒
考え 議論 い い 考え いま

連絡先
noriyoshi-muro@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ
ゼ 内容
金融ま 財政 関 基本的 項 ゼ 生 関心
持 う (例え 地域金融 ) 関 書籍
輪読 予定

活動時間
専門演習 ：水曜3限
専門演習 ：水曜4限

課外活動
可能 あ 実際 金融分野 現場 活躍

方々 聞く機会 設け 予定

卒論
卒論 い 教員側 提示 特 あ ま
過去 卒業生 地域銀行 新 ビ ネ
地方銀行 地域密着経営 再編 銀行 顧客接

点 ックチェ ン技術 IR ビ 未来 関
論文 あ ま

ゼ 生
ゼ 生 指定 教科書 準拠 ゼン 行い
ゼン 基 い 議論 実施 ま 金融 財政

聞く 少 く感 方 い ま
こ ゼ 知識 基礎 無理 く学
ま 分 いこ あ 先生 優 く 寧 教え
く さ ま 先生 長年 実務経験 あ 方
金融 財政 関 あ ゆ 疑問 対 的確 答

え く さ ま ゼ 雰囲気 全員 自
分 意見 い う 環境 整 いま ま
ゼ 内 扱う教科書 授業 タ 先生 ゼ

生 意見 柔軟 取 入 実現 く さ ひ
ひ 快適 学習 進 こ ま サ ク
部活 両立 十分 可能 金融 財政 題
少 興味 持 方 ひ室ゼ

人数
専門演習 ：10人
専門演習 ：5人

就職 進路 状況
金融( バンク 地方銀行 第 地方銀行 系統金融機
関 政府系金融機関 証券会社 生命保険会社)

卸小売 地方公務員

入 目安 条件
条件 特 設け いま 金融 財政 関 諸問
題 関心 あ ゼ 緒 考え い い いう方々
歓迎 ま
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企業経営学科

小 善生 ONO YOSHIO

. 先生 プ
研究 概要
私 研究 組織 個人 関係 研究対象
組織行動論 組織行動論 構成 ン 中
特 ップ び管理者行動そ

ワ ップ 専門 いま
昨今 日本 け 中小酒造業 研究対象
事業 抜本的 変え 組織変革 実現 経営者 行
動 管理者行動 研究 いま

先生
講生へ 来年度 春学期

ップ ワ 文献研究 予定 ま
秋学期以降 研究プ 向け 研究方法論
い 学びま
秋学期 ップや ワ 関 プ
研究 実施 い 思いま

講生へ 卒業論文執筆
行 いま 春学期 論文執筆 向け 研
究方法論 学びま

連絡先
yoshio-ono@biwako.shiga-u.ac.jp

. プ
内容

上述 う 文献研究 プ 研究 加え
ュ ン 映像教材 用い
ッ ョンや 講師 招い 特別講義 ン あ

実施 いま ま 実 企業 訪問
ワ 行 いま

活動時間
ュ 時間 加え プワ

自習 時間 あ ま

課外活動
： 講師 ッ ョン 今年度

第1回 ン 入門 ッ ョン 実施 ま
企業 サ 昨年度 9月 株式会社
ン 訪問 ま

：卒業論文合宿 実施 環境 整え 実施
ま
学部 大学院合同 懇親会 同 く実施 環境 整
え 実施 ま

卒論
少人数規模 中小企業 け 創業者 ン
ン 向上策
東芝 GE け 影響 安全保 上
懸念事項
個人喫茶店 経営戦略 研究

滋賀大学体育会部活動 け 動機 け 部活動へ
適応感 主将 ップ 部員 動機 け 影響
組織 け 文化 心理的安全性 在 方

指揮者 ップ ―神話 打破 実
像 探求―

生
魅力 ップや ョン け く 社
会情勢 様々 学ぶこ 点 小
先生 話や議論 大好 い 賑や
議論 1人1人 意見 尊 さ 自
意見 言いや い ま 議論 過程
刺激 得 考え 深 こ ま
プ ン ョン 準備 プ活動 行
う 自然 生同士 仲良く ま 発表や
ッ ョン 多い そ 学び 必 実生活 繋
発表や調査 身 く

思いま
積極的 人 ュニ ョン こ 好 人
最適

人数
専門演習 ：11人
専門演習 ：12人

就職 進路 状況
昨年度 大手 中小企業 ン 会計
事務所 多様 共通 い 本人

い 真剣 向 合 納得 自 意思 進
路 意思決定 い こ

入 目安 条件
組織論 組織行動論 経営管理論 経営戦略論 経
営学 領域 基礎知識 あ 特 ップや

ョン い 組織 個人 関係 興味 あ
人

ン
プ ン ョン け く 講師 講演会
聞くこ ま
小 先生 豆知識 くさ 得 ま

プワ 時間 あ 生同士 仲良く
ま

一言 表
磋琢磨
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企業経営学科

喜田昌樹 KIDA MASAKI

. 先生
研究分 概要
経営学やビ ネ タ ニン 及び キ
ニン 利用を カ ッ (方法論的) 実務的 面
研究を た タ ニン 及び キ
ニン タサ ン 中 要 方法 一
そ 機械学習(AI)や タサ ン
経営学 カ ッ 活用法を研究 中心

い
実務面 日本企業 タ活用 分析(ビ ネ

タサ ン ) 現状 課題を研究 い

先生
学生時代 幅広い 書を心掛け ほ い 思い そ

今後 書習慣を醸成 卒業後生

連絡先
masaki-kida@biwako.shiga-u.ac.jp

.
内容

教科書及び参考文献 輪 及び 報告を 行
い そ 後 社会人教育 用い い ワ カ

タ 作製を行い
専門演習I タ ニン 基礎 経営戦略 論
(一部経営組織論) 基礎知識を習得
専門演習II タ ニン ビ ネ 実例を
学習 を通 業界研究 企業研究 基礎を習得

専門演習III 卒論 向け 理論的 ビュ 対象
い 業界 企業研究 選考研究を ビュ 専門

演習IV 各自 応 卒業論文を作成

時間 あ 個人面談 考え い

活動時間
水曜3限

課外活動
サ い 必要 あ 後日相談
飲 会 課題活動 学生 自主性 任せ

生
喜田 タ ニン いう タサ ン
分 焦点を当 経営学 い 学ぶ

タサ ン 視点を用い 経営学 け
戦略論や組織論を学ぶ 当 最大
特徴 あ 他 企業経営学科 異 点
当 タサ ン 領域を扱い 数
学 統計学や ラ ン 言語等 知識 く 大丈
夫

基本的 活動 ビ ネ タ ニン 入門
いう喜田先生 著書を 各 発表者 パ
ワ ン 発表を 発表者以外
別 要点を タ ワ を
いう形式を い ワ カ 方式 呼
企業 研修 使わ カッ ョ

ン 練習 ン ッ ッ
タ ニン へ 理解を深 発表

ン力 け 出来 思い た 著者 あ
喜田先生 解 を得 深く内容を理
解

人数
専門演習 ：男6人女0人
専門演習 ：男5人女0人

入 た 目安 条件
経営組織論 経営戦略論 基礎知識 あ

パ コン 基礎知識 パワ ン
使え
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企業経営学科

澤木聖子 SAWAKI SHOKO

. 先生 ロ
研究 概要
多文化経営組織 人的資源管理
日本企業 外国人労働力 活用

日系企業 現地 地元企業 外資系企業 対
象 人的資源管理 実態 組織 働く人々 職務満足
や意識 い 実証研究 た 現在 日
本企業 外国人社員 用 人事制度 変化や
多様 人々 多様 働 方 人材 ネ メン い
関心 あ

先生
相手や周 立場 た 物事 捉え

そ 上 た持論 展開 う 人 く
い 学生皆 作 上 いく
大学生活 通 自 異 人間 出会い

視 仲間 磋琢磨 自 高 たい
思 い 人 入 期待 い 誰 活躍
場 見 頑張 人生 礎 築く20代 鍛
え う

連絡先
506研究室 sawaki@biwako.shiga-u.ac.jp

. ロ
内容

大学 生 運営 全国国公私立 他大学 日
本学生経済 ナ 主催 研究 表大会 参加
予定 春学期 表大会 向 た調

査研究活動 中心 行い た 企業訪問や各研究
表大会 表 向 企業研究 経営学 対
関心や学習 深 夏 サ 含 ～ 回
あ 路活動 並行 卒業論文 早期着手

励行 い

活動時間
春学期 関 水曜3限 行 い サ
水曜日 課外時間 行 い

課外活動
学部 大学院 合同 企業見学 生 OB
交流会 学外 研究 表大会 ビ ネ メッ

課外活動へ 参加 目標 いた ワ
研究活動 積極的 行い

卒論
超高齢化社会 向 合う若者 あ 方-若者 投票率改
善 目指 -
ふ ワ ン ホ 期待 地方活性化
自己肯定感 高 HSP 関連性-生 抱え
人々へ 改善策-
人工知能 社会的影響 関 研究-働 方改革

人工知能 人類 共存 焦点 当 -
日本 高度外国人材 魅力的 国へ-子供 教育
環境改善 観点 -
日本 空 家 社会課題 解決 向 た一試論
- サ ビ 付 高齢者向 住宅 活用 焦点 当 -

生
ンタ 大会前 忙 く 大会参加 得
成果 非常 大 い 活動自体 オン オ

い 印象 あ 一人一人 主体的
動く 他 得 い達成感 味合う

思う 活動 頑張 たい いう人
T

何 成 遂 たい人や主体的 組 たい
人 ンタ 大会 大変 今後役
立 や仲間 貴 思い出 作

澤木 一言 表 自由
あ 自由 澤木先生 厳 く 明 く

面倒見 良い先生 是非澤木 へ A
仲間 いう言葉 多方面 理解 研

究 通 時 厳 く 磋琢磨 合い自 支え
く た仲間 感謝 い 澤木
た N
何事 全力 や たい人 T

人数
専門演習 ：(不開講)
専門演習 ：19人

就職 路 状況
メ バン 地銀 証券 日本郵政 製造業 食品 自動
車部品 電機 電子 IT 広告 商社 小売 卸売 人材
教育 JA 公務員 市役所 県庁 警察官 国税局 電力
会社 新聞社 コンサ タン 大学院 学 ャ
転向 たOB OG 多数 先輩 路サ 継承

い

入 た 目安 条件
澤木 授業 講経験 あ 人 嘘 嫌い 実直
人 希望者 要連絡 事前面談
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企業経営学科

柴 淳郎 Shibata Aturou

. 先生 プ
研究分 概要
日本型 会社制度 び日本型 新規事業育成制度 中
心 日本企業 戦略展開 企業統治 関 国際比較
研究 い 滋賀大学 赴任 彦根
仏壇産業や山中漆器産地 伝統産地 研究 行
い

先生
柴 経営学 特 経営者や経営

管理者 視点 理解 い 考え 学生 募集
生 求 条件 積極的 活動 参加

意欲 高く 仲間 団結 仲良く 活動 行
いけ 学生 留学志望 学生や留学生 編入生
積極的 採用
後述 柴 いわゆ 机 勉強

わけ あ 夏合宿や 古屋市立大学
合 飲 会 BBQ等 課外活動 積極的 行
い 新歓BBQやOB会 多く 卒業生 参加

OB 強く就職活動支援 力 入
い 学生生活 充実さ い 活動 充実
さ い い 体育会 活動 両立さ い OB
深く交流 い 考え い 学生 是非 応募
さい

連絡先
a-shibata@biwako.shiga-u.ac.jp

. プ
内容

専門演習I :日本的経営 基礎 学習 毎回
輪読 びプ ン 行い 理論 理解 プ ン

キ プ 目指 5月 BBQ 開催さ
８月 夏合宿 行わ (就活 関係 冬 場
合 あ )
専門演習II :10月 11月 文献 学習 び 古屋市 立
大学 合 開催さ 12月 柴
4回生 履歴書 書 方 面接 キ 等就職活動
支援 行わ
専門演習III :就職活動中 開催さ 卒業論
文 作成 始 いえ こ 時期 参加自
思う存分 就活 事 さい

専門演習IV :卒業論文 完成 向け 指導 行わ

活動時間
ベン 対応 除 月曜日3 4限 実施

課外活動
新歓飲 会 新歓 BBQ 夏合宿 冬合宿 飲 会 古
屋市立大学 合 OB会等々 実施

生 相談 決定

卒論
卒論 経済 経営分 何 OK

生
2回生 皆さ 初

時間 生 プ ン 理解 難 い部分 先
生 補足 さ 比較経営論 分 や く学べ

課外活動 飲 会やBBQ 一緒 楽 こ
出来 特 先生 作 く さ 何 美
味 い

存分 楽 い方 是非 待 い

人数
専門演習 ：16人
専門演習 ：13人

就職 路 状況
キ ン ン 川崎 工 神戸製
鋼 大林組 関西電力 中京電力 JT 住 理
工 富士通 沖電気工業 ン
楽天 JTB 伊藤 菱食品 雪印 味

覚糖 ン 辺 菱製薬 ン
車体 キ 日本電産

ン 第一精工 日本精工 村 機械 大和 工業
ン TIS NTT ュ ン
情報 キャ ンIT ュ ン NEXCO

NSD 丸石化学品 井住
ン 菱 UFJ信託銀行 瑞穂銀行 そ 銀行
商工中金 日本生命相互会社 東京海

日動火災保険 京都銀行 滋賀銀行 関西 い銀
行 大垣共立銀行 長崎県信用保証協会 京都市役所
滋賀県庁 J A 国内外 大学院 学等々

入 目安 条件
成績 面接 総合評価 大会終了後
約1 間 面接期間 面接 申 込
旨 本頁 連絡先 連絡 さい
一学年 原則 男子6人 女子6人 採用 こ
留学生 編入生 年度 加入 最終人
数 確定 成績や TOEIC 学力面 視

成績 採用 わけ あ
気軽 申 込 く さい
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企業経営学科

清宮政宏 SEIMIYA MASAHIRO

. 先生 ロ
研究分 概要
産業財 営業戦略 管理 行動 顧客関係性

ン 戦略 分析 いま
直近 物語 使 ン や ン
や メ 使 如何

ン 活動 効率的 行う 経営 ン 活動
ベ ン 呼 込 何 必要 探

索 行 いま

先生
専門演習(3 4回生) 単 出席 与え 課題

良い あ ま 自分 積極的 研究
見 け 自主的 い 探索 ま

関連文献 事例や調査 分析 行う
求 ま
何 自分 研究 考え 自分 積極的
行動 学生 求 いま

連絡先
m-seimiya@biwako.shiga-u.ac.jp (電子メ )
0749-27-1363 (研究室直通電話)

. ロ
内容

輪 討議 生自身 研究発表 3
中心 活動 進 いま
輪 生 キ 1冊決 内容 分担
担当者 決 全員 発表 回 ま 発表者

以外 メン 発表内容 対 積極的 質問や
意見 述 う ま

討議 企業 課題や問題 生 場面
想定 事例 各 生 企業 経営者
や当事者 あ う い 意見 出
い 討議 行いま
生自身 研究発表 最終目標 あ

卒業論文 作成 向け 生自身 各自 研究
決 研究内容 い 発表
ま

活動時間
水曜日 3 4限

課外活動
生 自主企画 懇親会や 合宿

行 ま ま 年 生個人 学外
研究発表大会 参加 入賞 者 いま

数年 主 卒論
店舗空間 け 知覚品質 購買行動～書店 雑貨店 け
文房具 知覚対象 ～
商品評価態度形成 ェン 間比較
ン 結果 考え コン ニコ 消費者像
サ ン け 若者 購買行動
旅行 ロ 欲求階 関連性 い 調査
旅行 ンや宿泊施設 け 予約サ 選択要因
国 消費者心理 差異： POP広告 商品陳列 中
心

生
ニ サ ン 競合相手 本当 東

京 ニ 思いま ? メン 食 文
化 無 メ 麺 う 売
う ? う 身近 事例 産業財 取引ま

清宮 様々 い 討議 いま
ン や企業経営 興味 あ 方 当

う

人数
専門演習 ：14人
専門演習 ：10人

就職 進路 状況
滋賀大学経済学部 一般的 就職状況 同
メ ン 志望 生

比較的多い いえま
数年 主 就職先 滋賀銀行 ン JTB

京都中央信金 ニ 山崎製 ン 日本年金機構 JFE
商事 富山銀行 商工中金

入 目安 条件
入 条件 あ ま 少 く 経営学
科目 い 修 何 自分 い
ま う 研究 い 具体的 示
う 志望 い い 思いま
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企業経営学科

陳韻如ゼミ CHEN YUNJU

Ⅰ.ゼミの先生のプロフィール

【研究分野・概要】
提携やネットワークと競争優位との関係を中心に研究し

ています。学問領域でいうと、組織間関係論と経営戦略
論となります。最近、研究対象をIT産業に焦点を当て、特
許情報の分析という研究手法により、世界主要IT企業の
戦略・優位性、提携ネットワークの全体像、ネットワークの
変化などを明らかにすることに重点を置いています。

【先生より】
目指すところは、学生の主体性を重視し、学生に自ら

の状況や関心によって活動してもらい、学生の一人一人
が自分を知ったうえで、さらに自らの可能性を再発見でき
る点にあります。学内外の活動を通じて、学生が経営学に
関する現象や論理を探って、自ら考える姿勢や問題解決
の方法を身に付けてもらえばと思います。これらの取り組
みにより、ゼミ生が意欲的に合宿や学外の研究発表大会
に参加し、これまで最優秀賞を受賞するなど、良い結果を
残しました。ゼミ内だけでなく、先輩と後輩との関係も非常
に良好で、仲間意識と学習意欲の高いゼミとして誇りを
持っています。

【連絡先】

yun-chen@biwako.shiga-u.ac.jp

Ⅱ.ゼミのプロフィール

【ゼミの内容】
・Ⅰゼミ時の内容
Ⅰゼミはグループ研究を中心に企業との共同研究や自

由研究に1年間にわたって取り組んでいます。ここ数年共
同研究は観光鉄道会社や浜縮緬会社などと連携し、自
由研究は学生に自由探索または学外の研究発表大会の
テーマにそって研究内容を決めていきます。これまでの
自由研究のテーマは、リモートワーク、アフター/ウィズコロ
ナなど時代に反映する経営学のテーマが挙げられます。
1年間の大きな目標として、学外の研究発表大会、年度

末の共同研究成果発表会での発表を準備することです。
これまで参加実績があったのは、9月開催の経営学合同
ゼミ合宿（非公式、開催地は関東・関西）、10月開催の日
本学生経済ゼミナール関連の研究発表大会などが挙げ
られます。前者の合同ゼミ合宿は毎年全国から約8校・
120名ぐらいのゼミ生が集まり、後者も全国から百以上の
ゼミが参加する切磋琢磨の場です。毎年、研究内容によ
り参加する研究発表会も若干異なります。
学生は研究テーマの設定、調査・考察、報告資料の作

成、発表などの作業を通じて、プレゼンテーション能力や
コミュニケーション能力、ディスカッション能力を短期間に
身に付けることができます。企業との共同研究を通じて、
学生の課題解決能力や実践力、提案能力も養うことが期
待できます。グループ研究が一段落した後、就活指導、4
回生による就活座談会などもゼミの一環として行います。

・Ⅱゼミ時の内容
春学期のゼミでは、ゼミ内容の多様化を図り、卒業論文

の執筆への準備を含め、学生にやり残したいことを自ら提
案しゼミ内容を決めてもらいます（例えば、関心探索ワー
クショップ）。秋学期は、個人研究と卒業論文の執筆はメイ
ンなゼミ内容となります。学生は情報収集、調査、分析と
いった研究活動を通じて卒業論文をまとめます。最後の
ゼミでは卒論発表会を開催することで、2年間のゼミ活動
を締めくぐります。

【活動時間】
・毎週水曜日Ⅰゼミは3限、Ⅱセミは4限開講。
・サブゼミは研究の進捗具合により学生主体で開催するこ
とがあります。サブゼミの時間や回数などは基本的に各
グループ内で調整してもらいますが、特に発表会が近
づく8月―10月に開催の回数が増える可能性が高いで
す。

【課外活動】
課外活動は基本的に学生に自主的に企画してもらう方

針ですので、毎年課外活動の内容が異なります。以下は
あくまでも一例です（コロナ禍前）。
・学習活動：実地調査、アンケート調査、学内合同ゼミ発
表会など

・親睦活動：食事会、Ⅰ・Ⅱゼミ合同運動会／親睦会、
バーベキュー、台湾ゼミ研修旅行など

【卒論テーマ】（一部）
・モバイル市場の競争力研究
・日本部品メーカーの持続的な競争優位性
・スポーツマネジメント
・オンラインライブの効果的運用
・地域創生（アニメーション、地方銀行等）
・推し活の研究

【ゼミ生より】
陳ゼミの魅力は2点あります。1点目は、フィールドワークを
経験できることです。チームで研究を行い、企業(鉄道会
社・繊維メーカー)の課題解決を目指します。とても有意
義な経験ができる貴重な機会ですので、興味がある方は
入ゼミすることを強く勧めます。2点目は、教授の人柄で
す。ユーモアがあり、そのおかげかゼミの雰囲気はとても
良いです。以上が、陳ゼミの魅力です。関心がある方は、
ぜひ説明会に来てください！

【人数】
Ⅰゼミ：男12人　女7人
Ⅱゼミ：男12人　女7人
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企業経営学科

陳韻如 CHEN YUNJU

就職 路 状況
保険 生命 損保 銀行 バン 地銀 電力 鉄道
ネコン IT 外資系 含 総合商社 人材コンサ
ン 医療機器 製薬 化学 精密機器 自動車 住

宅 広告 売 旅行代理店 工業 鉄鋼 食品 独
立行政法人 公務員等

入 目安 条件
1.や 気 あ ンバ 仲良 い方
2.合宿や共 研究 調査活動 参加 方
3.発言 討論 ワ 抵抗感 い方
( 合っ い う 事前面談 勧

連絡方法 願い )
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企業経営学科

内藤雄志ゼミ NAITO TAKESHI

Ⅰ.ゼミの先生のプロフィール

【研究分野・概要】
　数理計画問題、協力ゲーム理論の配分解の性質などを
研究課題としています。

【先生より】
　教育方針としては質疑応答や討論を重視し、3年生は1
セメスターに2回位発表を課します。4年生は、卒業論文
の作成などを通じて、オリジナルの意見を論理的に記述
する能力を身につけることを目標とします。卒業論文とし
て指導可能な領域・分野は、経営科学の数理的手法、統
計学などのデータ解析の手法、投資関係の数学、ゲーム
理論、情報数学などです。

【連絡先】

naitoh@biwako.shiga-u.ac.jp

Ⅱ.ゼミのプロフィール

【ゼミの内容】
　専門演習は、経営数学やオペレーションズ・リサーチな
どのマネジメントサイエンスに関わる分野について文献や
参考書を発表箇所ごとに振り分け、輪読形式で進めてい
きます。
　専門演習Ⅰでは、マネジメントサイエンスやそれに関わ
る分野を学習します。特に数学を用いるテーマが多いの
ですが、高校までの数学知識が備わっていれば問題なく
授業に参加できると思います。また、自分でレジュメを作る
ことで発表する練習ができ、PowerPointを用いてプレゼ
ンテーション能力を鍛えることができますし、練習問題を
通じてマネジメントサイエンスや表計算への理解を深めら
れます。
専門演習Ⅱでは、春学期に学んだ内容に比べ専門的

な学習をします。ゼミ生各自が勉強したい分野の手法や
問題（近年の例：需要予測、施設設置の問題、独立性の
検定、ポートフォリオ最適化、期待効用基準、ナッシュ均
衡）を選び、輪読を行います。他のゼミ生の発表を聞いた
り実際にゼミの時間で問題を解いたりして理解をしながら
進めることができます。
専門演習Ⅲ・Ⅳでは、ゼミ生各自が研究テーマについ

ての報告（発表）を行い、卒業論文を作成します。

【活動時間】
　拘束時間が少ないので、バイトや部活、サークル、課外
活動と並行して進めることができます。

【課外活動】
　食事会など（コロナ以降自粛中）。

【卒論テーマ】
先輩の卒論テーマ例（SULMS「優秀卒業論文」から閲

覧できます）。
『株価変動の推定　新型コロナウイルスとリーマン・ショック
による経済影響の比較』
『フリーライド現象の原因と対策』
『十六銀行の支店統合に伴う施設配置問題』

【ゼミ生より】
　私たち内藤ゼミでは、実世界の問題を数学的手法を用
いて解決するためのスキルを身につけるために、基礎的
な数学や統計の知識を応用して学習します。初歩的な概
念から始めて徐々に学習を進め、解決策を見つけるため
の思考方法を習得していきます。
　授業では、先生から配布された資料の中で特定の部分
をゼミ生が解説する時間や、関連する課題についてゼミ
生同士でディスカッションし、解答や解決プロセスを共有
する時間が設けられています。これにより、視覚的に分か
りやすいパワーポイントの作成能力や、他の人に伝えや
すいプレゼンテーションのスキルも自然と向上します。
　また、内藤ゼミの特徴としては、論理的思考が身につく
ことが挙げられます。議論の中で新しい知識を獲得しや
すい環境です。他にも、少人数のゼミなので、アイデアや
意見の交換が活発に行われます。さらに、先生との距離
が近いため、気軽に相談や質問ができ、コミュニケーショ
ンを円滑に行うことができます。

【人数】
専門演習I・II：7人
専門演習III・IV：1人

【就職（進路）状況】
金融業、製造業、情報通信業各10人位、公務員7人、大
学院進学5人（卒業生67人の内代表的なもの）

【入るための目安（条件）】
事前に面談を受けてください。数理関係の授業（経営

数学、オペレーションズ・リサーチ、統計学A・Bなど）を1科
目は履修していることが望ましいです。　
現実の世界の問題を数学的に分析することに興味があ

る人、毎回出席して他のメンバーとディスカッションをした
い人、などを歓迎します。
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企業経営学科

山 悠 YAMASHITA YU

Ⅰ.ゼミの先生のプロフィール

研究分野 概要
中小企業 産学連携や 起業家 う 生

い 研究 い

先生
Student Innovation College Ｓ いう大学対抗
商品企画コン ス 商品化 目指 チ 組

い 5月頃 企業 提案 課題 合わ
せ 商品企画 組 10 12月 開催 2回 全
国大会 プ ン 優勝 商品化 権利 得
Ｓ 終了後 興味 持

い 卒業論文 作成 い

連絡先
研究室 研究棟423研究室 面談 い 承

事前 連絡 い 非常
Zoom 面談 承

yu-yamashita@biwako.shiga-u.ac.jp

ϩ. プ

内容
Ｓ 実践 通 新 い商品 新 いサ
ス 生 出 際 考え方や 方 学ぶ 目
的 い 春学期 プ ン ション ス
向 行い 教科書 あ 1 商品企画 輪
読 新 価値 創造 際 考え方や 方 学び

春学期 途中 数個 プ 分 活動
い 新 い商品 コン プ や価格 販売

チャ 販売促 活動 ン 戦略
プ 地道 考え 12月 開催
全国大会 商品化 権利 勝 目標

活動時間
月曜3限 3回生 4限 4回生 時間

4限 Ｓ 作業 行う う い
10月 全国大会 秋学期 始 開催
夏休 期間中 作業 い い

課外活動
夏休 期間中 Ｓ 参加 他大学 共闘
実施 12月 全国大会 対面開催 多
い 旅行 あ 予定

卒論
4回生 卒業論文 向 研究 行う

制限 何 あ せ

生

山 ：商品企画 全力 注

商品企画 基礎 学び 大学対抗 商品企画コン
ス Ｓ 優勝 実際 商品化 権利 獲得

山 ッション
商品企画 興味 あ 自分 不安 人
大丈夫 Startup Weekendや教科書 輪読 通

生 出 方 プ タ プや企画書 作成
方法 プ ン ション ウ ウ 商品企画 必
要 ス 習得

時間 大半 希望 組
プ 商品企画 う 行う 自分 考え

い 自由度 非常 高い ぶ
自主性 コ ュニ ションス 協調性 求

時間 菓子 食べ 出
チ 外 出掛 和気藹々 楽 い雰囲

気
商品企画 興味 あ 方 仲間 刺激 あい 目
標 向 力 好 方 成長 熱
意 持 い 方 ッタ 他 生や
山 先生 ッ 毎 自分
見直 足 い 吸収
ほ 生 商品企画 初心者 商品

企画 一生懸命 組 経験 チ
良い 噂 あ 山 新 自分 手 入
せ ？

人数

Ϩ 3回生 ：男6 女14
ϩ 4回生 ：男5 女6

就職 路 状況
製造業16名 情報通信業15名 金融業11名 卸 小売業
7名 公務員5名

入 目安 条件
起業 考え い 学生や 商品企画 い 実践 通
学び い学生 主 対象 考え い

末 54時間 タチ 起業体験 ベ
ン Startup Weekend 参加 経験 あ 専門演
習 始 参加 確約 応募
必須条件 い
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笠井直樹 KASAI NAOKI

笠井直樹

. 先生
研究分 概要
社会制度 一 あ 財務諸表報告制度 財務
諸表監査制度 担う様々 ヤ 例え 財務諸
表 作成 開示 経営者 利用 投資家 債
権者 税務当局 財務諸表 信頼性 保証 監査
人等々 行動原理や彼 彼女 行動 結果 さ
経済的帰結 い 公開 タ 用い 明

研究

先生
財務関連 タ 対象 統計的手法 用い 分析
や会計不正事件 ケ ス スタ 等 興味 あ 人
歓迎 特 監査論 興味 あ いう稀有
人 大歓迎

個人的 香川県民 出身 ス 滞在
経験あ 特 メ ボ ン スケッ ボ 好 ケ
ス 部員 弦楽器 人 え 嬉 い

連絡先
n-kasai@biwako.shiga-u.ac.jp

.
内容

具体的 以 い 取 組 い

1 毎回 課題
経済 金融 会計関連 新聞 雑 記事 い

内容 報告 5分以内
2 3年次春 メスタ
財務会計 経営財務 い 基礎的
知識 習得 キス や論文 輪読

3 3年次秋 メスタ
発展的 内容 キス や論文 読
事例分析 行う

4 4年次
卒業論文 作成

活動時間
通常通 サ 設定 い

課外活動
生 任

卒論
い 特 制約 あ 会計関連

ネタ 取 く 私 非常 助 場
合 感謝さ 過去
会計 く関係 い 卒論 書い 卒業
い 生 少 い 会計以外
選択 人 冷遇 い ぶ

生
笠井教授 会計関連 幅広い分 知識
豊富 毎 授業 本当 くさ 話 私
生 聞 く 会計知識 比較的豊富 学生
面白く感 思い 現 生 中 公 会
計士 目指 い 者 志望 方 いい
ス 聞 会計方面 興味 あ 方

大歓迎 い 来 く さい

人数
専門演習I II：3
専門演習 ：0

就職 路 状況
過去 メ 商社 IT系等

入 目安 条件
簿記会計 会計学基礎 財務会計総論 財務諸
表分析論I II 履修中 or履修済 あ い 日商簿記
検定2級 ベ 内容 理解 い 方 ベタ
簿記 会計 基礎 い方 難 い 思い 最低
日商簿記検定3級 ベ 内容 理解 い く
い 活動 支障

可能 あ ク 経済学 初級〜中級 計 経
済学 基礎 関連 科目 履修 い く 発
展的 内容 取 組 思い
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会計情報学科

可児島達夫ゼミ KANISHIMA TATSUO

Ⅰ.ゼミの先生のプロフィール

【研究分野・概要】
・研究分野：会計利益計算構造の深化に関する研究
・概要：米国、英国および国際会計基準審議会（IASB）を
中心として、資産負債アプローチにもとづいた収益認
識や業績報告の変革について、主として財務会計概念
フレームワークと関連づけながら研究しています。また、
地方公営企業の会計情報と成果概念についても研究
しています。

【先生より】
「会計学」に興味があり、会計を将来の進路で生かした

いと思う学生を求めています。
会計学の理論を探求するとともに、可能な限り実践的

に学びながら、新たな課題を発見し、ともに考えていきた
いです。好奇心にあふれ、問題意識を持って積極的に取
り組む学生を求めています。
ゼミはゼミ生同士で作り出していくものです。やる気の

ある元気で活発な学生を待っています！

【連絡先】 kanisima@biwako.shiga-u.ac.jp

Ⅱ.ゼミのプロフィール

【ゼミの内容】
会計学の独特な思考を軸にしながら、それをさまざまな

角度から学ぶことで会計学の理解を深めていくことをねら
いとしています。「世界の中の日本の会計の特徴」を浮き
彫りにしたいと思っています。
　春は、まずは、財務会計の基本テキスト（伊藤邦雄『新・
現代会計入門』日本経済新聞出版社）を使って、基礎・中
級レベルの内容を中心に個人プレゼンと質疑応答による
3・4時限の「2倍ゼミ」と、ほぼ毎週のSulmsによる復習課
題の反復で、短期集中型で基礎固めを行います。ここで
いかに粘り強く基礎を着実に習得したかが以降のゼミで
のパフォーマンスや能力向上に大きく影響します。その
他、基本的な財務諸表分析方法を学んだ後に、グループ
ワークで実践、プレゼンし、もし実施可能であれば夏季休
暇中のゼミ合宿等でビジネスゲームなど実践的な学習も
行う予定です。
　秋は、財務会計の現代的トピックスに絡んだ応用テーマ
を設定し、グループ研究に取り組みます。参考までに、昨
年度の研究テーマは、国際会計基準（IFRS）と日本基準
の財務諸表比較、グローバル企業と為替戦略、不正会計
の事例研究および会計ディスクロージャー分析でした。春
同様、プレゼンスキルも磨きます。
　そのほか、例年であれば、春はゼミ卒業生講演（今年度
は、公認会計士(現在はトーマツ税理士法人)、メットライフ
生命保険）、秋は滋賀銀行、日本経営ウィル税理士法
人、三井住友海上火災保険などによる就活ガイダンス、
Ⅱゼミ生による就活・進路支援企画、「会計学論集」（卒論
集、ゼミ活動記録、ゼミ名簿）の製作、卒論報告会など、
諸々企画もあります。

【活動時間】
　春学期は、例年、毎週金曜3・4時限の2コマ、秋学期
は、時間割通り、毎週金曜3時限の1コマです。

【課外活動】
　懇親会（例年では3、4回ほど）、レクリエーション（ボウリ
ングなど）、ゼミ合宿（9月、「グリーンパーク山東」）、ゼミ旅
行など。
（※なお、これらの課外活動は一昨年まではコロナ禍で実
施できませんでしたが、昨年から一部が徐々に復活しつ
つあります。来年度は未定です。）

【卒論テーマ】
　2022年度卒業生の卒論テーマは以下のとおりです。
「不正会計の動向と利益調整の実証分析」
「統合報告書の比較研究」
「日本における税効果会計のあり方」
「わが国のタックスヘイブンへの対策」
「歴史的アプローチから見るわが国の会計」
「ESG情報の課題と展望」
「自発的ディスクロージャーに関する研究」
「のれん概念と会計処理方法の理論的・分析的考察」
「不正会計防止における内部統制報告制度と日本のコー
ポレートガバナンスの現状と課題」
「中小企業会計の展望」
「飲料業界3社の経営分析」
「スーパーマーケット業界の比較分析」
「バブル崩壊後の金融機関」
「減価償却会計をめぐる様々なコンフリクト」
「半導体確保のための経済安全保障」
「住宅業界の財務分析・経営戦略分析」
「放送業界主要グループ4社の経営分析」
「為替と税務に見る多国籍企業の変容」
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会計情報学科

可児島達 KANISHIMA TATSUO

生
当 務会計 理論 中心 学 活気あ 大人数

毎年20人程度 入 や 雰囲気
特徴 会計 学 始 方 多 参加 皆
磋琢磨 学 生 士
交流 盛 楽 充実 時間 過

可児島先生 優 サ い
安心 学問 励 興味 持

方 可児島 検討 い

人数
：19 男10 女9
：20 男10 女10

就職 路 状況
1 民間企業 直近5年間
金融： 住友信 銀行 滋賀銀行 十 銀行 大垣
共立銀行 中国銀行 関西 ン銀行 SBI
ン 京都中央信用金庫 日本 策金融 庫

野村 ネ ン 大和 ネ ン 大
和証券 東海東京証券 岡 証券 丸 証券 住
友海 火災保険 芙蓉総合 東京 ン

ン ン ナン 日産
ナン サ JA ン 大阪 東日本建設業保
証
製造 サ ： ネ 日本 神戸製鋼所
島津製作所 GS サ 菱 豊
田合成 日本電気硝子 古野電気 洋建設

湖 工業 積水 ウ
富士通 日本 研究所 情報
サ JSOL ン ン 日本経営
ウ 税理士法人 京都税理士法人江後経営

2 認会計士 税理士 務員 大学院 学 通算
21年間
認会計士13 ：監査法人 新日本 あ
陽ASG 仰星 税理士法人

税理士7 ：税理士法人 会計事務所
務員42 ：会計検査院 国税局 東京 大阪 古
屋 金沢 務省東海 務局 経産省中部経済産業
局 経済産業省 厚生労働省 国土交通省 防衛省
税関 大阪 古屋 国立病院機構 宇 航空研究
開発機構 府県庁 大阪 滋賀 愛知 岐阜 市
役所 京都 古屋 彦根 豊川 大阪大学 高
校 商業科 教諭
学9 ：滋賀大学大学院 神戸大学大学院

入 目安 条件
簿 会計単位取得済 日商3級以 合格

会計学基礎 務会計総論 社会 会
計 い 履修経験あ
会計学 興味 あ 人
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会計情報学科

野田昭宏 NODA Akihiro

. 先生

研究分野 概要
　会計情報 測定 報告 関 観察さ 面白い現象
背景 あ 説明 分析 分析的
会計研究 携わ い 。現在，３
組 い 。
(1)　 均質 選好 投資者 構成さ 証券市
場 ，企業 う 会計報告戦略 う

(2)　報告利益 質 低い会社 開示 非財務情報
質 高い う

(3)　企業 バ ン 構造 ，経営者 利益 ネ ン
う 影響 え う。

.
先生
　私 研究室 ，会計情報 わ 現象 背後
あ 理解 こ 焦点 当 い 。現
実 観察さ 会計制度や実務 ，

う 条件 生 う？
組織や社会 う 影響 え い ？
条件 変 う 変 う？
いう問い 出発点 い 。
　会計現象 背景 あ 礎的 理解 こ
，会計学習者 短期目標 資格 得 い／会計

知識 生 就職活動 有利 い等 必
直結 い いえ 。 ，長期的 視点

，卒業後 長い 容易 陳腐
い会計現象 対 質的 見方 うこ
いう価値 。
　こ 点 ，私 研究室 ，資格 得や就職目的

い 会計学習 ，卒業研究 通 会計現
象 質的 問題 組 い いう 向い
い 。

内容
会計現象 関 仮説 設定 ， 検証
研究 。3回生春学期 演習 ，卒

業研究 着手 準備 ，会計学研究 関連
ン 学 。会計 関わ 経済現象

提示さ い 仮説 ， 検証 用
い 手法，明 さ 知見 学習 こ
目的 。
各 ッ ョン ，事前課題 ， 生 文献資料

ッ ョン ン ， 分析実習 課題 提
示さ 。文献資料 学習 うえ ， ッ ョン ，

ッ ョン ン 中心 検討 。
3回生秋学期 演習 ，関心 あ 別 研究

わ 卒業研究 準備 始 。
各研究 4回生 ，
研究 関連 文献 ベ 行い，
ン 設計 。年度 ， 組 研究課題 決
， 調査手法や研究 着眼点等 明確 研究

計画書 作成 。

　4回生 春学期 夏季休業 ， 記 研究
計画書 い ， 集 予備的考察，関
連文献 追加的 ビュ 実施 。夏季休業終了
時 ，3回生 4回生合 ，中間報告会 開催
。秋学期 ， 分析 卒業論文 執筆 完成
目指 。 ，自分 研究 新 加わ 3
回生 研究 。秋学期終了時 ，卒論
発表会 最終報告 ，卒業論文集 作成
。

活動時間 課外活動
3回生 金曜3限／4回生 金曜4限

課外活動
希望 あ 統計的手法 関 開催
。配属時点 統計関連科目 修 あ ／ 的
知識 安 あ 対 。

卒論
会計利益 課税所得 差異 価値関連性 。
四半期報告書開示 対 市場 う 応
う 。

国際財務報告 準 適用 企業 日 準 適用
い 企業 間 会計情報 価値関連性 差異 あ
う 。

企業 租税回避行動 対 企業 バ ン 構造 影
響 え い う 。

人数
3回生6 男子3 女子3 ／4回生2 男子1 女
子1

就職 進路 状況
主 就職先 公認会計士試験合格 4回生現役 →太陽
有限責任監査法人，東海銀行， 陸銀行，明治安田生
命，税理士事務所
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会計情報学科 管理会計 

宮西 賢次ゼミ MIYANISHI KENJI  
  
  

  
                      

Ⅰ.ゼミの先生のプロフィール  
【現在の研究課題】  
ESG 情報の効果測定、不正会計検出モデルの研究  
【研究活動】  

フルブライトプログラムで留学した米国ケロッグビ

ジネススクール博士課程での経験を活かし、実証的・

分析的会計研究に取り組んでいます。PwC あらた監

査法人とデータサイエンスの共同研究にも取り組んで

います。  
  
【教育方針】  
生涯の財産となるファンダメンタルを鍛える！  
  
Ⅱ.ゼミのプロフィール  
【先生より】  

ゼミでは、分析的会計学（財務諸表分析&企業価値

評価）を徹底して学びます。実践での問題解決を重視

し、アメリカのビジネススクールでのトレーニングを

取り入れて、ファイナンスや統計を応用した分析を行

います。将来国際的なフィールドで活躍するために必

要な、会計とファイナンスの専門性、分析力、討論力

、チームでの問題解決力、仕事で使える英語力などの

ファンダメンタルを鍛えます。ファイナンスと会計分

野のテータサイエンスの分析手法もマスターします。  
  

【ゼミの内容】研究テーマ：  
「財務諸表分析に基づく企業価値評価」  

１．財務経理の専門性  
「企業分析入門」と「コーポレート・ファイナン

ス戦略と応用」をテキストとして、プレゼンテ

ーションとディスカッションで鍛える。  
２．英語力  

TEOFL や専門の英語力を鍛え、海外経験を積む。  
３．データサイエンス＆分析力  
 多変量解析、機械学習、AI 手法について集中的に学

ぶ。  
  
【課外活動】  

ゼミ生が企画を行い、例年いくつかの課外活動を実

施しています。  

① 「ファイナンスの勉強（夏の耐久ゼミ）」や「ハ

ーバードビジネスレビューを読む英語文献のサブ

ゼミ」  
② 「ゼミキャンプ（夏）」や「新ゼミ生歓迎会」  
③ データサイエンス集中セミナーで財務データの分

析力を鍛えています。  
④ 「OB会」、「卒業祝賀会」  
⑤ 「OBによる就職セミナー」  
  
【ゼミ生より】宮ゼミの魅力＆特徴  
・実践に応用できる財務経理の専門性を鍛えられる  
・TOEFL や経済英語の力を伸ばす  
・R や Python によるデータサイエンス手法に精通  
・徹底討論、問題解決志向の本質追求ゼミ  
・チームパワーを爆発させる  
・『The Family』先輩後輩を超えた仲間達  
・五大陸制覇！世界に進撃する OB 達  
・最強グローバルゼミ！ 海外滞在経験者多数  
  

 

【人数】 Ⅰゼミ：男 16 人 女 5 
人 Ⅱゼミ：男 14 人 女 4 人  

【入るための条件】 

ゼミナール大会のゼミブースで説明を聞くこと。  

  

宮ゼミニュース！   

 
 
 
 
 
 

今年度の 海外 留学 ＆海外インターンシップ   

アメリカ・ ニューヨーク 、カナダ   

マルタ 、インド、インドネシア 、タイ   

マレーシア、カンボジア、ベトナム   

東ティモール   

タンザニア、ケニア、ルワンダ、セネガル   

  

シンガポールで WEB3 の 起業   

トビタテ 留学 JAPAN 選 抜   
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【ゼミを一言で表すと】  
We are No.1  

  
【3 つのアピールポイント】  

1. 最強の教授や OB、そして仲間との出会い  
2. グローバルな問題意識  
3. Innovation Mind!!  

  
【過去の就職（進路）状況】             
2023 年度Ⅱゼミ生の主な内定先  

三菱商事、伊藤忠商事(2 名)、三井物産、住友商

事日本郵船(2 名)、商船三井、川崎汽船トヨタ自

動車(2 名)、本田技研(4 名) 味の素(2 名)、サント

リー日本 M＆A センター(2 名)、NTT データ(2 
名) 住友不動産、NTT 都市開発、三菱重工(5 名) 
ENEOS(3 名)、日揮(3 名)、千代田化工(4 名) 三
菱ケミカル、AGC(2 名)、花王  
NTT ドコモ(6 名)、KDDI、東京エレクトロンヤ

マハ発動機、村田製作所(2 名) ファーストリテイ

リング十六銀行、大垣共立銀行  
  
2022 年度Ⅱゼミ生の主な内定先  

Societe General 、伊藤忠商事、住友商事、丸紅、

豊田通商電通、みずほ証券（投資銀行部門）、日

揮(2 名) 千代田化工(3 名)、日本 M&A センタース

トライク、サントリー(2 名)、三菱ケミカル東急不

動産、AGC、SONY（2 名）、東レ住友化学、三

井化学、川崎汽船、三菱重工(2 名) 本田技研工業(3 
名) 、中部電力、花王デンソー(2 名)、住友電工、

小松製作所(3 名) クボタ、日立製作所(2 名)、ソフ

トバンクオービック、村田製作所(2 名)  
  
2021 年度Ⅱゼミ生の主な内定先  

Amazon、JAXA（宇宙航空研究開発機構）ネスレジ

ャパン、ユニリーバヒューレット・パッカード、

丸紅、トヨタ自動車日本経済新聞社、SONY（3 
名）、本田技研工業(2 名) 三菱重工、NTT ドコ

モ 、NTT データ、デンソー(2 名) 、大成建設  
清水建設、キャノン、住友電工(2 名)、三菱電機  
  

 

 
2020 年度Ⅱゼミ生の主な内定先  

Amazon、JAXA（宇宙航空研究開発機構）、三菱商

事、伊藤忠商事、丸紅（2 名）、双日日本郵船、

NHK（日本放送協会）トヨタ自動車(2 名)、日本

M&A センター、任天堂本田技研工業、日清製粉グル

ープ本社、花王(2名) 三菱重工、キーエンス、旭

化成、NTT ドコモ、 JOGMEC（石油天然ガス機構）

、三菱ガス化学小松製作所、サイバーエージェン

ト住友電工（2名）、日立製作所（3名）、パナソ

ニック(4名)、三菱電機（3名）、クボタヤマハ発

動機、TOTO  

  
2019 年度Ⅱゼミ生の主な内定先 

三井物産、丸紅（3 名）、住友商事豊田通商（2 名
）、商船三井 INPEX(国際石油開発帝石)、資生堂

、AGC 日揮（2 名）、本田技研工業（3 名）、

NTT ドコモ 、NTT データ（２名）、花王、三菱ケ

ミカル住友化学、SONY、キャノン、住友電工(3 
名) 日立製作所、パナソニック（3 名）、三菱電機

デサント、コーセー、東京エレクトロン  
  

2018 年度Ⅱゼミ生の主な内定先   
ゴールドマン・サックス証券、デロイト三菱商事

（2 名）、伊藤忠商事、住友商事商船三井、日揮、

千代田化工建設（2 名）サントリー、日産自動車、

本田技研工業清水建設、パナソニック（3 名）、日

立製作所住友電工（2 名）、三菱電機、小松製作所

ミツカン  
   

2017 年度Ⅱゼミ生の主な内定先   
デロイト、アクセンチュア伊藤忠商事、住友商事

（3 名）、双日（2 名）JICA（国際協力機構）、日

本経済新聞社 、NRI(野村総合研究所)、日産自動

車アシックス、サントリー、NTT ドコモ千代田化

工建設、NTT データ、住友電工（4 名）日立製作

所、パナソニック（3 名）富士ゼロックス、神戸製

鋼、日清食品、クボタ東京エレクトロン、エステ

ー化学  
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2016 年度Ⅱゼミ生の主な内定先 

ゴールドマン・サックス証券、Ernst & Young 
三菱商事（2 名）、三井物産、伊藤忠商事住友

商事、双日、AGC（旭硝子） NRI(野村総合研

究所)、日本経済新聞社 、NHK（日本放送協会

）、デンソー住友電気工業（2 名）、関西電力

、太平洋セメント日立製作所、ブリヂストン、

日清食品 、アシックス、コニカ・ミノルタ、

ヤマハ発動機野村證券  
  
2015 年度Ⅱゼミ生の主な内定先 

ゴールドマン・サックス証券（投資銀行部門）伊

藤忠商事、住友商事、国際石油開発帝石、日揮本

田技研工業（2 名）、住友電工（3 名）日立製作所

、ブリヂストン、日清食品  
アシックス、コニカ・ミノルタ、ヤマハ発動機野

村證券  
   
2014 年度Ⅱゼミ生の主な内定先 

伊藤忠商事、住友商事、サントリー、日本郵船商

船三井、住友電工、デンソー、パナソニッククボ

タ、コニカ・ミノルタ、千代田化工建設関西電力

、本田技研工業、東京海上日動  
  
2013 年度Ⅱゼミ生の主な就職先 

三井不動産、伊藤忠商事、双日、東芝本田技研工

業、住友電工、三井化学、日清食品ヤマハ発動機

、三菱東京ＵＦＪ銀行、みずほ FG 日本電気硝子

、JG Summit  
  
2012 年度Ⅱゼミ生の主な就職先 

伊藤忠商事、丸紅、住友電工、アイシン精機

デンソー、東芝、NTT データ  
  
2011 年度Ⅱゼミ生の主な就職先 

電通、味の素、本田技研工業、住友電工日立製作所、

東京海上日動、豊田紡織、クボタ住友重機械工業、Ｄ

ＩＣ、など  
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社会 学科

出原健一ゼ IDEHARA KENICHI

.ゼ 先生 プロフ
研究分 概要
専門 認知言語学 いう分 人間 心 働 言
語 関連性 い 研究 い 最近 ン 研
究 学問分 在 い 参照 ン 構
造 通 見過 い 言語構造 い
あ 考え い 2021年 出版 ン 学
言語研究 いう本 図書館 あ 気
方 い く い

先生
ゼ わ 諸現象 題材 批

判的思考力や分析力 信力 向 目
的 い 無責任 言 多く
い 現在 い 記 能力 要性 高
い 思い
英語科目担当教員 ゼ 隔年 開講 い

一 一 先 後 い 言
語学 扱う 瀬昌彦先生 ゼ 交流 行 い

連絡先
原則水曜日以外 大抵研究室(618) い 何
質問 あ 気軽 訪 く い
歓迎

(idehara@biwako.shiga-u.ac.jp)

.ゼ プロフ
ゼ 内容
春学期 あ 原作 英語
版 比較 日常 用い 英語表現 学

英語 日本語 想 表現方法 違い
い 考察 ン 関 学術的研究
参照 様々 文化的現象 言語構造 類似点 相違
点 い 考え
秋学期 ゼ 生 関心 合わ 中心 関連
文献 昨年 夏目房之介 ン 面
白い

春 秋 問わ プ ョン 通
議論 練習や批判的思考力 養成 行い

活動時間
基本的 授業時間 年 回 授業時
間外 瀬ゼ 合 ゼ 行う 内容
新 4回生 卒論進捗報告会

課外活動
半期 1度程度 懇親会 行い い 考え い
良い企画 見 京都国際 ン ュ
施設 見学 行う い 課外

活動 自由参加 参加 成績評価
影響 あ

卒論
卒論タ いく 挙
場 魔法 前 い 作品横断的分

析
女児向 ニ プニン 主題歌 ―恋 愛 タ
フ 女性 わ 社会 変化 考え ―
英語 交 ― 理論 分析―
英語映画 日本語 幕 見 politeness
タ 設定 人物関係 え 影響

ゼ 生
ゼ ン 日英比較 ン
ペ 点や感情 関 理論 色々学ぶ
ン 興味あ 人 薦
卒論 比較的自由 設定 自分 や 方
研究 進 ニ や漫画 好 人
出原先生 理解 あ 方 楽 く 話

ン 日英比較 行 文化 違い 学ぶ

出原先生 卒論 本人 希望
沿 一緒 考え く 優 い方

出原先生 ン 研究 い 言語学
く ン い 学ぶ

研究 いう 自分 ペ 楽 く学
ぶ ゼ
先生 穏や 表 時や聞 い あ 時

言 や いゼ 思い
自分 好 漫画 題材 卒業論文 書く

言語学 興味 あ 人 好 作品 研究
い人
出原ゼ ゼ 生 話 合 ゼ 中 扱う や
本 決 比較的自由 楽 く学

人数
専門演習 ：隔年開講 0人
専門演習 ：9人

就職 進路 状況
ゼ 内容 い 特 職種 偏 く様々 分
企業 就職 い 理由 分 近年
公務員 人 多い

入 目安 条件
特 あ 万一希望者多数 場合 人文学類
型 取得単位数 言語学 異文化間 ュニ ョン
論 履修 研究 関心度 選考基準
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社会 学科

竹村幸祐 TAKEMURA KOSUKE

.ゼ の先生のプロフィ ル

研究分野 概要
専門 社会心理学 主 人間 集 関心

あ 人間 プ コ ュニ 社会 い
様々 形 集 協力 合い 同時 互い 自由 奪
い合い 人間 集合 個々人 違
動 見 あ う 現象 関心 あ
各種 タ 集 分析 い 主 研究手法 実
験 ン 調査 公開 タ 分析
過去 論文 :

https://shorturl.at/swBM1

先生よ
自分 頭 考え 人 歓迎 刺激 く
自 考え 人 来 研究 盛 く

嬉 い 考え ほ 大事 あ
話 積極的 や や い
カッ ョン 研究 進 多い

話 苦手 場合 相談 応

連絡先
kosuke-takemura@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ のプロフィ ル

ゼ の内容
社会心理学関連 卒業論文研究 進 い
最初 取 組 先行研究 知 社会
心理学 文献 英語 含 読 後 自分
研究 フ 未知 新事
実 少 迫 目指 実験 ン
公開 タ分析 行い い 場合 原則

タ 統計解析 使 実証研究
竹村 進 い 研究プ 国際的 専門
発表 目指 プ 参加 う 可

能

活動時間
時間割通

課外活動
予定 プ 参加 卒論 取 組
場合 時間外 柔軟 調整

ン 研究 進

卒論テ
卒論題目 覧: https://bit.ly/3yvEGYQ
卒論題目 2018～2022年度 部 :
•関係流動性 宗教観へ え 影響

い : 世界価値観調査 タ
検討

• SNS コ ン 欄 炎 抑止可能性
• 着用 印象 え 影響: チ ベ 構造
方程式 ン 検討

•責任 大 知的 協和 え 影響

ゼ 生よ
竹村 社会心理学 い 勉強 竹

村先生 開講さ い 社会心理学 や社会心理学II
学 知識 深 学 知識 活

細分化 自分自身 興味あ 分野 "自由度
持 "研究 竹村 魅力

統計 用い 分析や英論文 挑戦 竹村先
生 寧 優 く指 く さ 統計や英
語 苦手意識 あ 方 心配あ 質問や
相談 摯 向 合 く 頼 い先生

雰囲気 穏や 発言 や い環境 あ
学ぶ

少 社会心理学 興味 あ 方 竹村
来 く さい

人数
専門演習 ： 10人
専門演習 ： 10人

就職 進路 状況
日本 ビ 株 , 株式会社ニ , 丸紅株式会社,
東京都中野区役所, 滋賀銀行, 京 コ ュニ ョン

, キ ン , 茨城県信用組合, 預金保険機構,
富士 ッ , 日立製作所, 神戸製鋼所, JR西日本, 丸

, CONTEC, LIFULL, 日本製粉, 防衛省, 高知労働局,
兵庫県 木市役所, 水資源機構, 丸全昭和運輸, 青山財
産ネッ ワ ,

入 ための目安 条件
✔ 竹村 論 く 人 歓迎
✔ 自分 頭 考え or考え い 人 歓迎
✔ 英語 読 抵抗 い 望 い
✔ 統計分析 抵抗 い 望 い
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社会シ 学科

冨 健一ゼ KENICHI TOMITA

.ゼ 生 プ
研究分 概要
通信 誤 制御 関 研究 い タ
送受信 使用さ 通信路 様々 要因 雑音
混入 誤 発生さ そ う 誤 起こ

元 タ 正 伝 う 仕組
誤 訂正符号 呼 私 誤 訂正符号
性能 理論的 評価 方法や 規模 大 符号
分布等 特性 調べ 研究 い ゼ 研究
関係 論理的 思考力 養う 学び 場 いう
位置

生
滋賀大学経済学部 情報管理学科 いう情報科学分
広 学べ 学科 あ DS学部設立 伴う学科

再編 情報管理学科 無 いわゆ
文系学部 あ プ ン 論理的
思考 養う演習 要 あ 私 考え い
そ う こ 興味 持 人 必 い 思 い
私 ゼ 考え 力 考え 容
伝え 力 伸 こ 目的 い 多

学生 例え 一 問題 一 間悩 考え いう経
験 ほ い 自分 考え 口頭あ
い 文章 わ や 伝え 必要 論理的 構
成力 不足 い こ 能力 う 分

必要 在学中 是非こ
能力 伸 努力 欲 い 思 い

連絡
ktomita@biwako.shiga-u.ac.jp
研究室 519

.ゼ プ
ゼ 容
プ ン 学ぶこ 考え 力 ン ュ
タ 対 伝え 力 伸 こ ゼ

プ ン 必要 タ構造
学び 実際 さ プ 組 いうこ

通 考え → 思い → 試 → 失敗
いう 何度 体験 そ 後 う

動い いう喜び 実感 え 思 い
少 規模 大 いプ プ 作成

演習 互い 考え 伝え合うこ 必
要 滑 共同作業 行う力 養い ゼ 時
間 必 全員 発言 機会 持 活発 議論 笑い
あ 充実 場 目指

活動時間
水曜日3限 回生 限 回生

課外活動
2019年度 年度 親睦会やゼ 旅行
行わ い そ 年度

卒論
自 い 多様 多様 統

一感 あ そ 多様 地方行政 ン
タ ッ ン 用い 観 客 増や 方
法 世界 環境 そ 各国 資源対策 比較
プ ン 教育 プ 言語 可能性
ゆ キャ 自治体 等々

ゼ 生
私 ゼ プ ン や論理 通
論理的思考力 養い プ ン 基礎 教わ

経験者 未経験者問わ 着実 成長 い こ

ン
毎 う ンバ プワ
部活や バ 両立
生 優 ン
こ 以 い頭 体操

人数
ゼ ：男7人女8人
ゼ ：男6人女6人

就職 路 状況
び 菱東京UFJ銀行 滋賀銀行 京都銀行 日

本シ ベ ップ ン オ ッ 滋賀県警 神
戸税関 浜学園 等多様

入 目安 条件
ン ュ タ 強い いうこ 必要あ 考え こ
好 人 論理学や情報科学I 面白い 思え 人
大歓迎 キチン 出席 人 限 不
明 点 遠慮 質問 さい
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社会 学科

西村 正 ゼ NISHIMURA SEISHU

.ゼ 先生 プ
研究分野 概要
研究分野 哲学 知覚 哲学 心 哲学 認識論 近
世哲学史 J. ッ 中心 研究 い 現在

(1)信念 本性 検討 (2)因果関係 知覚可能性
検討 組 い

先生
哲学 世界や人間 在 方 い 考え
い 事柄 限 明確 作業 哲学 応用
範囲 広く 例え 他 学問分野 原理 掘
社会や文化 様々 事柄 検討
使え 本ゼ や い 哲学者 思
想 学び い人や 認識論や倫理学 哲学固有 問
題 関心 あ 人 哲学的 思考法や分析法
身 い いう人 歓迎

連絡先
snishimu@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プ
ゼ 内容
○ 回生
回生 哲学 基礎 行い 哲学研究
基礎 他者 意見 正確 理解 そ 批 的
考え 能力 春学期 様々 哲学 問い 全員

ッ 自分 意見 述 力 養
い 基礎文献 読解や哲学論文 書 方 訓
練 行い 秋学期 ゼ 生 意見 聞

ッ 絞 文献 読解 行い 各自 関
心 基 個人発表 い
○四回生
四回生 春学期 秋学期 卒論 制作 向
各人 発表 中心 ゼ 行い 春学期 初 研
究計画 立 研究 途中経過 随時発表
い

活動時間
ゼ I～IV い 各 コ ゼ 以外 学習
活動 読書会 開く あ 参加 任
意 過去 言語哲学や 読書会 開

哲学系 大学院 学希望 人 個 指
導 行う あ 参加 任意

課外活動
課外活動 い ゼ 生 相談 決
い 課外活動 コ 社会状況
制約 点 留意く い

卒論
思考 概念 倫理学的可能

性
い 何

指示理論 い
タ 論 構成基盤

プラ 的 論 内包
悪質 差 定義 い
ラ 語用論 合理性 い
そ 他 動物倫理 生命倫理 自殺 人生 意味 AI
哲学 教育哲学 多様 あ

ゼ 生
西村ゼ ッ 形式 通 哲学 関心
深 関心 持 分野 文献 読 深掘 いく
い 流 行 い ッ 具体的
議題 親 チ 人生 結果 ［時
間 過去 現在 未来 いう流 存在 い ］
誰 い い森 中 木 音 立 倒 う
様々 議論

哲学 難 そう いう プ ッ 捨
大 夫 哲学 履修 い 方 大 夫
西村先生 わ い 笑顔 寧 教え

考え い 考え い 頭 中 あ
問い あ せ ？皆 抱い い 問い 向
合い 考え 自分 答え 出 う 哲学
緒 楽

人数 現在休学中 人 除く
Iゼ IIゼ ：合計8人
IIIゼ IVゼ ：合計3人

就職 路 状況
大学院 学 他大学 学士入学 日立製作所 西濃運
輸 金融関係 専門学校 学 自営業 公務員 様々

入 目安 条件
コ 科目 論理学 履修 い え あ い

必須 いうわ あ せ あ ゼ 適宜
外国語文献 特 英語文献 使用 予定 そ
点 留意 い 不安 人や質問 あ 人 事
前相談 来 い
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社会システ 学科

能 真規子 NOTO MAKIKO

. 先生 プロ ル
研究分野 概要
民法 人 責任 課す法的根拠 家族的連帯 関心
持 い す ランス法 比較対象 債務保証 身
元保証 展開 現在 扶養義務 見 い す

先生
法主体 人や法人 客体 財産や権利 契
約 民事責任 婚姻 親子 相続… 民法 人 社会
生 いくうえ 基盤的制度 す 何 興味 持
問題 あ 思い す 生 皆 各自
問題意識 大事 考察 深 い い
す
(1)個々 法 制度 条文 知識 身 うえ
(2) 個 具体的 事件 い う 使わ
い 理解 い す (3)現代社会
問題 解決 向 文献調査 行い 複数

角 分析 え 自 意見 持 う
理想 す

連絡先
noto@biwako.shiga-u.ac.jp 616研究室

. プロ ル
内容

専門演習 民法 教科書等 用い 基礎的 法
理論 法知識 確認 習得 す
専門演習 各自 研究課題 取 す

問題関心 沿 大 くテ 設定
関連す 例研究 行い す 報告者 各自選
例 裁 例 事実 概要や 決 要旨
過去 類似事件 例 裁 例や学説 議論 調

べ 考察 報告 す
専門演習 始 頃 卒業論文 テ 再度検討
す 就職活動等 目途 い 論文執筆 取
す 専門演習 合 開催 す

専門演習 卒業論文 仕 い 1 専
門演習 合 表会 行い す

活動時間
水曜日 限 合 す 時期 あ す

課外活動
年度 自主企 生

卒論テ
所 者不明土地問題 課題 解決策
患者 自己決定権 ン ォ コン ン
自動運転 事故 責任 法的課題
電子商取引 消費者保護 等々

生
法 特 民法 い 学

す 演習 各回 担当者 事例 内容 表
事例 対 生 議論 す 先

生 興味深い事例 挙 話 く
一 理解 深 す 表 準備等
時間外 集 い 柔軟 時間 使い
活動す す

民法 わ 問題 身近 存在す 日常生活
役 立 力 身 付く 思い す
民法 関心 あ 方 ひ い く い

▶ ル ン
落 着い 雰 気 あ
役立 知識 得
考え 力 身 く
自分 時間 持 やすい

人数
専門演習 人
専門演習 ６人

就職 進路 状況
国家一般 金融庁 総務省 国土交通省 東京税関 出
入国在留管理庁 国税専門官 古屋 広島 府県 京
都 愛知 滋賀 市 豊橋 大垣 豊 大津 久御山
国立大学 自衛隊 海 陸 年金機構 金融 保険
不動産 建設 建築 製造 食品 金属 機械 電気 情
報通信 小売 社会福祉 行政書士 社会保険労務士
法 事務所等

入 目安 条件
あ 程度 法 科目 学習 学修 進 方々 生
想定 い す

選考 専門演習 申請書 提出 先 以 (1)
～(6) 内容 記載 ル 能 送信 く
い 面談 日時等 知 す
(1)氏 (2)学籍番号
(3)法 科目 修状況 (4)志望理
(5)卒業 進路志望 (6)自己 ル
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社会 テ 学科

坂野鉄也ゼ BANNO, TETSUYA

.ゼ 先生 プ フ
研究分野 概要
大 括 言え 非 ッ 世界 け ッ
近代 受容研究 具体的 フ キ
コ 日本 テ 移動 高等 実
業 教育 植民地社会論

先生
自分 考え 考えた プッ う

いう学士 最低限 力 け ゼ
課題 卒論 テ 個々 関心 沿 決

い 特 共通 テ 設定 い せ

連絡先
t-banno@biwako.shiga-u.ac.jp
[Discord Server]
https://discord.gg/RXEBu2R

.ゼ プ フ
ゼ 内容
2年間 ュ
3回生
［春学期前］ゼ 遠足
［春学期］ ッ 近代 知 いうテ 輪読
い
［夏期休業］ゼ 旅行
［秋学期］卒論テ 設定 目的 各自 論文紹介

い

年度終了 卒論テ 決定 い

4回生
［春学期］卒論テ 関わ 文献探索 各自
い卒論テ 絞 込 論文 書 方 学び
［秋学期］卒論 進捗報告 い

活動時間
開講曜日 時限： 曜日3限 3回生 4限 4回生

課外活動
ゼ 内容 記載 遠足 旅行 実施 い
目的地 ゼ 生プ ゼン 決 い 理由 わ
せ ゼ 旅行 瀬戸内 島 周防大島 淡路

島 大久野島 い 特 縛 あ わけ
あ せ

卒論テ
歴史的研究 多い傾向 あ 現代 諸問題 扱
う あ 対象地域 日本 キ コ フ カ
様々 テ 教育制度 多文化主義 労働問題
ンダ 格差問題 い い あ

ゼ 生
少人数 ゼ あ あ 自分 ペ 合わせ
学び 深 出来 卒論 テ 自由
決 自分 学びたい 決 い 人
意義 時間 過 せ

人数
ゼ ：男1 女 1
ゼ ：男 - 女 1

就職 進路 状況
金融業 製造業 公務 情報産業 近年 情報系 増え
い

入 た 目安 条件
特 あ せ く 考え 苦手 い
必要 せ
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社会 学科

福浦厚子ゼ FUKUURA ATSUKO

.ゼ 先生 プロ
研究分野 概要
文化人類学
ン /宗教/東南

宗教 社会 関係 文化人類学 枠組 や ン
観 研究 い す

先生
ン や格差や貧困 紛争問題 社会 諸問

題 い 文化人類学 考え う い たこ
ゼ 意見交換 い す

や課題 す

連絡先
atsuko@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プロ
ゼ 内容
春学期：理論研究 概論 補強

秋学期：文献研究 ethnography購読 各論研究

活動時間
開講時間：水曜日1コ

課外活動
例年 あ 国立民族学博物館等 文化人類学 関
連す 博物館や資料館 訪 す
感染症 拡大状況等 不開催

卒論
日本 ュ ケ い

ンツ 世界帝国 ロギ 生存戦略
自動車 所有 広 人類 ロン
世俗 け 宗教性

問う：滋賀県 事例
犬 人 こ こ
(日本 中心 犬 人 関係 考察す )
ド ニ 共和国 在外移民 関係

ゼ 生
当ゼ 大 目的 人類学 探求 す 人類 営
研究こそ 人類学 あ そ 意味 皆
持 い 様々 興味 感心 ほ 研究領域
す

そ た 当ゼ 自分 本当 興味 あ
い 研究 こ 一番 特徴 す 少 興味
ネ 持ち 方 気軽 扉 叩い 下 い 人類
営 いう膨大 事物 触 こ 何 気
得 こ 思い す

人数
ゼ ：男0人 女0人
ゼ ：男4人 女4人

今 こ 隔年開講 ゼ 生 い せ

就職 進路 状況
公務員
大手民間企業 機械 総合物流 通信事業
海外留学

入 た 目安 条件
異文化理解 関心 あ こ
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社会シス 学科

松下京 ゼ MATSUSHITA KYOUHEI

.ゼ 生 プ フ
研究分 概要
自然 時間特性 考慮 ク ション分析
森里海 連環 経済分析
自然 人々 相互作用 関 実証実験
調査対象地区：滋賀 瀬戸内 佐渡 南三陸 大阪

生
当ゼ 経済学 いう分析手法 ベ ス “私
環境 う 影響 及ぼ ” “効率的 環境
保全 いく 必要 条件 何 ” “わ

持続可能 経済社会 営 何 べ
” 人間 環境 関わ 方 い 検討
諸問題 対 ゼ 生 皆 キス 輪読
スカッション 通 最終的 自問自答

力 身 け 欲 い 思い

連絡
k-matsushita@biwako.shiga-u.ac.jp

.ゼ プ フ
ゼ 内容
専門演習 ：指定 参考書 個人 発表

スカッション 行い 度 内容 異

専門演習 ：専門演習 学 知識 実証分析 適
用 目指 統計 タ 可視化及 計 分析
関 講義 行い
専門演習 ：就活 軸足 置 ゼ 活動 行い
就活終了後 本格的 卒論作成 取 組

い
専門演習 ：卒論完成 向け 行研究 ビュ 論文
構成 精緻化 タ収集 分析等 集中的 行い
卒論内容 い 学生同士 議論 進
い

活動時間
専門演習 ：水曜3限
専門演習 ：水曜4限

課外活動
2022 度 徐々 課外活動 再開 度
ゼ 生 自主的 企画 考え い
※実施状況 社会情勢 応 変わ

卒論
フ 3R活動 地域活性化 観 公害 自然
管理 地域文化 果 役割 自然 スク 価値評価分
析 様々

ゼ 生
松下ゼ 環境問題 い 経済学 視点 分析
話 合 い 分 い 質問 あう

理解 深 難 い 生 詳 く教え く
環境経済学 興味 あ 人 検討

く い 穏や 落 着い 雰囲気 ゼ 生 優
く気 く 方 比較的自由度 高いゼ 部活
やサ ク 両立 可能

人数
専門演習 ：男5人女6人
専門演習 ：男9人女4人

就職 進路 状況
金融系 製造系 カ 公務員 特 傾向 あ

入 目安 条件
特 あ
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社会 テ 学科

宗 隆俊 MUNENO TAKATOSHI

. 先生 プロフ
研究分 概要
人々 公共的 粘 強 議論 時 妥協

サ 責任 担 い プロ
研究 い

研究テ キ ワ やや抽象的 参
加 公共性 ビ 公正 社会
個人 社会 等々

先生
世 時間 考え 価値 あ
意外 あ 若い人 気

用意 徹底的 考え 力 養う
手伝い い 思い
深 楽 学 人生 豊 土台

築い ほ い

連絡先
muneno@biwako.shiga-u.ac.jp

. プロフ
内容

研究テ 研究 進 方 使用 テキ や資料
全員 協議 決定 3回生 最初期 テ
設定 研究 プ分 テキ 選定 費や

GW後 本格的 研究 開始
発表 ロ テ ョ 機械的 組

1 テ 取 組 同 テ
い 異 先行研究や資料 用い 数回
議論 あ

運営 報告チ 発表 全員 討論 成
立 教員 テキ 選定 関 バ や討
論 サ ‘主役 一人 生’

過去数 間 テ 代表制 民意 考え
引 民主主義：一人一票へ タ テ 権威主
義 私 無縁 第4次産業革命 教
育 教育格差 う考え 等々 あ

活動時間
金曜日3限 3回生 4限 4回生 開講 予
定

課外活動
新型 ロ 影響 あ 課外活動 控え

卒論テ
テ 各自 発表 繰 返 具体化 い

教員 当 テ 関わ 着眼点や論点 提
示 先行文献 関 助言 行い 過去 以下
う 卒論 あ
日本 フ ョ

現代 変化 対面 価値
自己責任 能力主義 教育：教育 結果 自己

責任
政治 男女 等 目指

生
一言 いう 宗 新 い刺激 あ 面白い

私 思う 魅力 普段 い社会 対
ヤ ヤ感 い 思い

通 仲間 議論 い 自分 新 い立
場 視点 知 他人 関心 相
違 自分 う 立場 考え い 気 付

う 刺激あ 議論
他 体験 い貴 時間 思い

今学 い キ ワ 民主主義 権
威主義 教育格差 言葉 聞い 興味 湧
い 人 一度 い い

人数
専門演習 ：11人
専門演習 ： 6人

就職 進路 状況
製薬 IT サ テ 物流 交通 金

融 証券 生保 教育 公務員 市 特別区 府県 国
大学院進学

入 目安 条件
多 書籍や資料 読 時間 手間

仲間 議論 思考 未知 触
自分以外 他者 議論 喜 感
人 応募 ほ い 思い
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タサ ン 学部

川井明 KAWAI AKIRA

. 先生
研究分
●高度交通 (車車間通信 ビ ョン

運転者挙動 ン ン VR道路横断 ュ
ョン 交通流 最適化)

●ICT(歩行 ョン ン ン )

先生
ツ 観点 英語力 ュ ョン力

ン力 そ 日本語 外 情報源 情報 収集
能力 育 外部機構 県警 市 企業

共同研究 盛 実施 生 対外発表や
露出 機会 多い 気軽 研究室訪問 相談

く さい Youtube 発表会 動画 公開 い

研究室見学可能日時
研究室426B 随時(事前 連絡)
●
akira-kawai@biwako.shiga-u.ac.jp
●研究室
http://www.kawai-lab.com/

.
内容

1 英語 ュ 輪講
外国サ ュ 好 選ぶ(選挙 香港
地球温暖化 珍事件 )

実施時期： 1~ 3
1人1回約3~5分 形式

2 作成
HTML 作成(PHP利用可能Web

有)
ンタ 機能 実現 外部 埋 込

実施時期： １
3 各 つい 調査研究

歩行能力 ン ン タ
運転者挙動 タ

彦根市救急搬送
VR道路横断 ュ ョン
実施時期： １~ ３

活動時間
木2限 3限 和６年度

卒論
●VR体験 被験者 行動 与え 影響 高齢者及び非
高齢者 横断能力 比較分析
●VR空間 用い 横断歩道横断 分析

●運転挙動 タ 用い 運転者 視 範囲 可視化
ツ 開発 び社会実験

●地域別 見 彦根市救急出動件数 傾向
●3次元関節 タ 可視化及び分析 歩行評価ツ
提案

● ン普及理由 考察 危険性
分析

生
2 間 1回 英語 ュ つい 調べ発表 機会
あ 英語 学習 ン資料 作成 つい 豊富
経験 積 こ

タ分析 関 関 や
運転者挙動 タ 彦根市救急搬送 タ 幅

広い タ 触 こ タ 可視化ツ
作成 組 い 人 多い

川井 自主性 い 基本的
自分 学習 こ

人数
専門演習 ： 0人
専門演習 ： 10人

入 目安 条件
● ン 対 興味 持 自前 ノ パ
ン 持つこ
● ン 1,2 必須
●情報関連講義 講 推奨
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編集後記 
 

本冊子を新３回生 皆様 提供 ま を大変 栄 思いま 新 回生 皆様 後悔 いゼ

ミ選択を い く 学内ゼミ ル大会 開催 併 本冊子を作成い ま 少

役 幸い 冊子を 活用い 学内ゼミ ル大会 参加い 最

良 ゼミ選択 素晴 いゼミ生活 スタ を実現 い く を願っ ま  

ゼミ 生 近い距離 研究 話を聞く ま 現役 輩やＯＢ ＯＧ 方々 ア バ

イスを頂 貴重 場 う 交流 得 影響 大 い ま ル

プワ を通 普段 経験 い を学 活動を通 ゼミ生同士 一生 絆 芽生え

多くあ ま ゼミ 皆様 参加 仕方次第 多く 知識 刺激を 自己成長を

う う 重要 場 あ 早く本冊子を 配 時間を 自

分 合っ ゼミを選択 い い 思っ ま  

最後 本冊子を編集 あ っ 協力 い い 多く 方々 心 感謝申 ま 紹

介文 依頼を引 受 く っ 生方 各ゼミ 常任委員 皆様 感謝い ま 学務課教務

学生支援課を中心 職員 皆様 企画 携わっ 方々 私 を支え 貴重 ア バイスを

く っ べ 方々 感謝い ま 場を 借 改 深く感謝申 ま  

ゼミ ル協議会員一同 学生 勉学生活 発展 向 全力を尽く 活動 まい ま

何卒 く 願い申 ま  

ゼミ ル協議会 安田 大地 
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